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Ⅰ
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に

Ⅱ
．
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
中
間
分
析

│
労
働
党
は
な
ぜ
敗
北
し
た
の
か

Ⅲ
．
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
に
見
る
二
大
政
党
の
課
題

Ⅳ
．
お
わ
り
に

Ⅰ
．
は
じ
め
に

「
二
大
政
党
の
拮
抗
」
あ
る
い
は
「
前
回
（
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
）
同
様
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
の
出
現
」
と
い
う
大
方
の
事
前
予
想
に

論　

説

一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
二
六
）

反
し
て
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
は
与
党
・
保
守
党
の
単
独
勝
利
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
五
年
続
い
た
「
保
守
党
＝
自
民
党

の
連
立
」
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
二
〇
一
五
年
総
選
挙
は
、
イ
ギ
リ
ス
的
感
覚
か
ら
す
れ
ば
「
ノ
ー
マ
ル
」

な
政
権
形
態
を
蘇
ら
せ
た
と
も
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
大
政
党
の
得
票
率

（
1
）

な
ど
を
見
る
限
り
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
が
古
典
的
二
党
制
へ
の
回
帰
を
示
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
今
回
、
保
守
党
と
労
働
党
の
合
計
得
票
率
は
六
七
・
三
％
（
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
は
六
五
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
、
有
権
者
の
お
よ
そ
三
人
に
一
人
は
依
然
と
し
て
二
大
政
党
を
支
持
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回

の
総
選
挙
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
二
大
政
党
へ
の
不
満
の
「
受
け
皿
」
と
な
っ
て
き
た
自
民
党
に
代
わ
り
、
地
域
民
族
主
義
政
党
・

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
（
以
下
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
が
国
政
第
三
政
党
に
躍
進
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
は
、
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
と
そ
れ
に
基
づ
く
連
立
と
い
う
結
果
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

い
わ
ゆ
る
二
大
政
党
離
れ
や
二
大
政
党
不
信
が
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
同
総
選
挙
結
果
と
二
大
政
党
の
現
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
以
下
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

1
．
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
特
質
・
意
義
と
労
働
党
の
敗
因

2
．
保
守
党
と
労
働
党
の
目
下
の
課
題

イ
ギ
リ
ス
に
は
、「（
政
権
交
代
と
い
う
の
は
）
野
党
が
勝
つ
の
で
は
な
く
、
与
党
が
勝
手
に
負
け
る
の
だ
」
と
い
う
諺
が
あ
る
。
だ
と
す

れ
ば
今
回
の
総
選
挙
に
関
し
て
は
、
野
党
・
労
働
党
が
勝
手
に
負
け
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
先
ず
「
労
働
党

は
な
ぜ
与
党
・
保
守
党
に
勝
ち
き
れ
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
結
果
の
特
質
や
意
義
に
つ

い
て
論
じ
て
い
く
。

二



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
二
七
）

次
に
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
特
質
や
意
義
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
に
お
け
る
二
大
政
党
の
一
元
化

（
収
斂
）
と
そ
の
弊
害
」
と
い
っ
た
新
た
な
視
点
を
手
が
か
り
に
、
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
の
課
題
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し

た
い
。

Ⅱ
．
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
中
間
分
析

│
労
働
党
は
な
ぜ
敗
北
し
た
の
か

（
1
）　

概
略
と
全
体
的
特
質

①　

事
前
予
測
の
相
対
的
困
難
化

│
二
大
政
党
支
持
の
減
少
な
ら
び
に
拮
抗

二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
註（
1
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

近
年
、
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
事
前
予
測
が
従
来
以
上
に
難
し
く
な
っ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
理
由
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、「
二
大
政
党
支
持
の
減
少
な
ら
び
に
拮
抗
」
と
い
う
現
象
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
一
五
年
総
選

挙
結
果
も
、
そ
の
延
長
線
上
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
お
い
て
二
大
政
党
合
計
得
票
率
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
の
は
、
九
六
・
八
％
（
保
守
党
四
八
・
〇
％
、
労
働
党

四
八
・
八
％
）
を
記
録
し
た
一
九
五
一
年
総
選
挙
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
古
典
的
二
党
制
の
黄
金
時
代
と
言
え
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
五
年

総
選
挙
以
降
、
二
大
政
党
の
合
計
得
票
率
（
六
七
・
六
％
）
は
常
に
七
〇
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
例
え
ば
自
民
党
や

Ｓ
Ｎ
Ｐ
な
ど
、
二
大
政
党
以
外
の
小
政
党
支
持
が
増
加
し
て
き
た
。
こ
れ
は
現
代
型
無
党
派
層
の
増
加
と
関
連
づ
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の
事
前
予
測
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
背
景
と
し
て
、
二
大
政
党
に
対
す
る
不
信
・
不
満
の
増
大
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三
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経
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究　
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五
十
二
巻
第
四
号
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〇
一
六
年
三
月
）

（
九
二
八
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事
前
予
測
の
難
し
さ
は
、
世
論
調
査
に
見
ら
れ
る
二
大
政
党
支
持
の
拮
抗
と
い
う
現
象
か
ら
も
明
ら
か
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
ブ
レ
ア

（T
ony B

lair

）
労
働
党
の
「
地
滑
り
勝
利
」
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
の
幕
開
け
と
な
っ
た
一
九
九
七
年
総
選
挙
や
そ
の
次
の

二
〇
〇
一
年
総
選
挙
の
よ
う
に
、
二
大
政
党
支
持
率
に
大
差
が
つ
い
て
、
事
前
予
測
が
容
易
だ
っ
た
総
選
挙
も
過
去
に
は
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
以
降
、
保
守
党
と
労
働
党
と
の
「
違
い
」
は
、
以
前
ほ
ど
明
確
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
二
大
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
内
容
の
比
較
分
析
に
よ
っ
て
も
、
両
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
、
即
ち
政
策
的

立
場
の
相
違
は
、
二
〇
〇
一
年
以
降
、
従
来
以
上
に
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
さ
れ
る

（
2
）

か
ら
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
総
選
挙
投
票
日
（
五
月
七
日
）
直
前
に
実
施
さ
れ
た
五
大
世
論
調
査
結
果

（
3
）

を
見
て
み
る
と
、
そ
の
全
て
に
お
い
て
両
党
と

も
ほ
ぼ
同
じ
結
果
、
即
ち
三
〇
〜
三
五
％
台
で
両
党
の
支
持
率
が
拮
抗
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
を
投
票
日
当
日
の
二
大
政
党
得

票
率
（
保
守
党
三
六
・
九
％
、
労
働
党
三
〇
・
四
％
）
に
結
び
つ
け
て
み
る
と
、
投
票
日
直
前
ま
で
支
持
政
党
を
決
め
か
ね
、
当
日
に
な
っ
て

「
労
働
党
で
は
な
く
保
守
党
に
投
票
し
た
」
有
権
者
が
比
較
的
多
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
党
と
も
議
席
の
過

半
数
を
獲
得
で
き
な
い
可
能
性
、
あ
る
い
は
二
大
政
党
ど
ち
ら
が

│
連
立
も
含
め
て

│
政
権
を
獲
得
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
状
況

に
あ
っ
た
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
比
較
第
一
党
が
保
守
党
の
場
合
は
「
少
数
単
独
政
権
」
の
可
能
性
、
そ
し
て
比
較
第
一
党
が
労
働
党
で
あ

れ
ば
、
自
民
党
や
Ｓ
Ｎ
Ｐ
な
ど
「
進
歩
派
」
小
政
党
と
の
連
立
（
連
合
）
に
基
づ
く
政
権
交
代
の
可
能
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ
現
実
味
の
あ
る

シ
ナ
リ
オ
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

②　

事
前
予
測
が
外
れ
た
理
由

こ
う
し
た
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
今
回
の
総
選
挙
で
も
前
回
同
様
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
が
出
現
す
る
可
能
性
は
十
分
あ
っ
た
。
に
も
か

四



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
二
九
）

か
わ
ら
ず
、
世
論
調
査
結
果
や
そ
れ
に
基
づ
く
専
門
家
・
評
論
家
の
事
前
予
測
と
は
異
な
り
、
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
二
〇
一
五
年
総
選
挙

は
与
党
・
保
守
党
の
「
一
人
勝
ち
」
に
終
わ
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
先
ず
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
結
果

の
事
前
予
測
が
「
外
れ
た
」
理
由
を
簡
単
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
大
政
党
の
勝
敗
や
政
権
交
代
の
可
能
性
も
含
め
、
総
選
挙
の
事
前
予
測
が
外
れ
る
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
で
も
過
去
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

た
。
例
え
ば
、
一
九
七
〇
年
総
選
挙
直
前
の
世
論
調
査
で
は
、
当
時
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（H

arold W
ilson

）
首
相
率
い
る
与
党
・
労
働
党
の

勝
利
が
ほ
ぼ
確
実
視
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
野
党
・
保
守
党
が
勝
利
を
収
め
、
周
知
の
よ
う
に
そ
の
三
年
後
、
イ
ギ
リ
ス
の

Ｅ
Ｃ
（
当
時
）
加
盟
を
実
現
す
る
ヒ
ー
ス
（E

dw
ard H

eath

）
内
閣
が
成
立
し
て
い
る

（
4
）

。

二
〇
一
五
年
総
選
挙
結
果
と
そ
の
事
前
予
測
と
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
、
換
言
す
れ
ば
な
ぜ
保
守
党
の
単
独
勝
利
と

な
っ
た
の
か
。
あ
る
報
道
に
よ
る
と
、
そ
の
理
由
（
可
能
性
）
と
し
て
以
下
の
三
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

・ 「
シ
ャ
イ
・
ト
ー
リ
ー
」（Shy T
ory

）、
即
ち
「
内
気
な
保
守
党
支
持
者
」
の
存
在

今
回
の
総
選
挙
で
は
二
大
政
党
の
支
持
が
拮
抗
し
て
い
た
た
め
、
潜
在
的
に
保
守
党
支
持
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
論
調
査
な
ど

で
は
支
持
政
党
に
つ
い
て
の
回
答
を
留
保
し
た
保
守
党
支
持
者
が
一
定
の
割
合
で
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

・ 

投
票
直
前
ま
で
投
票
先
を
決
め
ら
れ
な
い
有
権
者
の
増
加

既
述
の
よ
う
な
二
大
政
党
支
持
の
拮
抗
と
い
う
現
状
を
見
て
、
自
分
の
投
じ
た
票
が
「
死
票
」
に
な
る
こ
と
を
怖
れ
た
り
、
Ｅ
Ｕ
か
ら

の
完
全
離
脱
や
移
民
排
斥
を
訴
え
る
英
国
独
立
党
（
以
下
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）
な
ど
小
政
党
の
抬
頭
で
投
票
先
を
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
た
有

権
者
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
・
彼
女
ら
が
、
結
局
「
安
全
で
無
難
な
」
与
党
・
保
守
党
を
最
終
的
に
選
択
し
て
投
票
し
た
可
能
性
が

高
い
。

五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
三
〇
）

・ 
投
票
日
直
前
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
王
女
誕
生
と
そ
の
心
理
的
影
響

王
室
関
係
者
の
誕
生
が
総
選
挙
に
重
な
る
と
一
部
の
有
権
者
の
間
で
愛
国
心
が
高
ま
り
、
結
果
と
し
て
保
守
党
有
利
に
作
用
す
る
と
い

う
ジ
ン
ク
ス
が
イ
ギ
リ
ス
に
は
あ
る
と
さ
れ
る

（
5
）

。

本
稿
の
研
究
対
象
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
つ
の
な
か
で
重
要
な
の
は
、「
投
票
直
前
ま
で
投
票
先
を
決
め
ら
れ
な
い
有
権
者
の
増
加
」

で
あ
る
。
上
述
し
た
「
二
大
政
党
支
持
の
減
少
な
ら
び
に
拮
抗
」
と
い
う
近
年
の
政
治
現
象
と
も
関
連
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う

し
て
み
る
と
、
与
党
・
保
守
党
が
勝
利
し
た
と
い
う
よ
り
、
野
党
・
労
働
党
が
「
一
方
的
に
負
け
た
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

与
党
・
保
守
党
の
勝
因
と
野
党
・
労
働
党
の
敗
因
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

③　

主
要
政
党
別
に
見
た
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
特
質
と
そ
の
意
義

二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
概
略
﹇
註（
1
）を
参
照
﹈
を
見
る
と
、
主
要
政
党
ご
と
に
以
下
の
特
質
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。・ 

二
大
政
党
に
対
す
る
不
満
の
「
受
け
皿
」
と
し
て
の
役
割
を
担
う
政
党
が
、
こ
れ
ま
で
の
自
民
党
か
ら
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
（
主
に
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
地
域
）
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
限
定
）
に
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と

獲
得
議
席
数
を
見
る
限
り
、
前
回
議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
も
、
わ
ず
か
一
議
席
で
は
あ
る
が
一
応
議
席
獲
得
に
成
功
し

た
。
周
知
の
よ
う
に
フ
ァ
ラ
ー
ジ
ュ
（N

igel F
arage

）
党
首
は
、
高
い
個
人
的
人
気
と
と
も
に
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
躍
進
の
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
一
議
席
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得
票
率
は
九
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
獲
得
議
席
数
で
は
国
政
第
三
政
党
に
躍
進
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
四
・
七
％
、
第
四
政
党
に
転
落
し
た
自
民
党
の
七
・
九
％
を
上
回
る
第
三

位
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
「
第
三
極
」
と
し
て
抬
頭
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
（D

avid C
am

eron

）
保
守
党
と
五
年
間
連
立
を
組
ん
だ
ク

六



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
三
一
）

レ
ッ
グ
（N

ick C
legg

）
自
民
党
の
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
得
票
率
は
、
二
三
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
回
自
民
党
に
集
中
し
、

同
党
を
本
格
的
な
責
任
政
党
に
押
し
上
げ
る
原
動
力
と
な
っ
た
「
二
大
政
党
不
信
・
不
満
票
」
は
、
今
回
の
総
選
挙
で
は

│
公
約
の
撤

回
を
通
じ
て
連
立
政
権
に
埋
没
し
た
感
の
あ
る
同
党
へ
の
幻
滅
・
失
望
も
影
響
し
た
結
果

│
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
（
九
・
五
％
）、
Ｓ
Ｎ
Ｐ

（
四
・
七
％
）、
そ
し
て
自
民
党
（
七
・
九
％
）
や
緑
の
党
（
二
・
八
％
）
な
ど
に
分
散
し
た
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
得
票
率
は
、
ほ
ぼ

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
域
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
全
国
的
に
見
れ
ば
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。

・ 

総
選
挙
結
果
を
通
じ
て
顕
在
化
し
た
、
連
合
王
国
内
地
域
対
立
の
構
図

│
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
域
利
益
代
表
政
党
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
対

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
利
益
代
表
政
党
（
保
守
党
）

Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
そ
の
得
票
率
と
い
う
よ
り
、
そ
の
獲
得
議
席
数
の
大
幅
な
増
加
（
前
回
の
六
議
席
か
ら
、
今
回
五
六
議
席
に
増
加
）
が
注
目
さ
れ

る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
五
九
議
席
の
う
ち
五
六
議
席
を
制
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
党
の
ス
タ
ー
ジ
ョ

ン
（N

icola S
turgeon

）
党
首
の
個
人
的
人
気
（
党
首
効
果
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
や
は
り
「
一
位
の
み
勝
者

と
な
る
」
相
対
多
数
代
表
制
、
い
わ
ゆ
る
単
純
小
選
挙
区
制
効
果
の
産
物
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
現
象
は
、
近
年
に
お
け
る
潜
在
的
政
権
政
党
と
し
て
の
同
党
の
成
長
、
即
ち
「
責
任
野
党
」
化
（
後
述
）
の
結
果
で
あ
る

と
同
時
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
が
衰
退
し
た
証
拠
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。

他
方
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
時
代
以
後
の
保
守
党
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
党
下
院
議
員
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
選
挙
区
か
ら

出
し
て
い
る
。
表
面
上
今
も
昔
も
保
守
党
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
現
状
維
持
、
即
ち
「
連
合
王
国
の
統
一
」
を
標
榜
す
るB

ritish 

C
onservative P

arty

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
保
守
党
議
員
が
一
人
も
い
な
く
な
っ

た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
最
早
同
党
はE

nglish N
ational P

arty

と
位
置
づ
け
た
ほ
う
が
よ
い
。

七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
三
二
）

以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
で
「
一
人
勝
ち
」
し
た
二
強
、
即
ち
保
守
党
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
本
質
的
に
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
利
益
を
重
視
す
る
（
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
政
治
ア
ク
タ
ー
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

の
で
あ
る
。

・ 

保
守
党
の
全
面
的
勝
利
と
い
う
よ
り
、
自
民
党
と
労
働
党
の
一
人
負
け

Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
は
対
照
的
な
結
果
に
終
わ
っ
た
の
が
自
民
党
で
あ
っ
た
。
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
自
党
に
少
し
で
も
有
利
な
選
挙
制
度
（
妥

協
の
結
果
、
選
択
投
票
制
＝
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

│
小
選
挙
区
制
廃
止

│
を
目
指
し
て
保
守
党
と
の
連
立
に
加
わ
っ
て
か

ら
五
年
間
、
当
初
人
気
の
あ
っ
た
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
は
、
例
え
ば
「
大
学
授
業
料
値
上
げ
反
対
」
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
党
独
自
の
公
約
を

い
く
つ
か
撤
回
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

（
6
）

。
そ
の
結
果
、
党
支
持
者
と
有
権
者
を
裏
切
っ
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
し
ま
っ
た
同
党
の
総
選

挙
敗
北
は
、
予
想
ど
お
り
と
い
う
か
、
既
に
十
分
予
測
で
き
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
な
っ
た
が
、
党
首
選
挙
で
兄
弟
対
決
を
制
し
た
弟
の
エ
ド
・
ミ
リ
バ
ン
ド
（E

d M
iliband

）
党
首
（
当
時
）
は
、
こ
れ

ま
で
の
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
（N
ew

 L
abour

）
に
代
わ
る
新
し
い
党
路
線
と
し
て
ワ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ー
バ
ー
（O

ne N
ation L

abour （
7
）

）

を
標
榜
し
て
き
た
。
そ
し
て
党
内
団
結
と
政
権
奪
回
、
さ
ら
に
は
前
回
総
選
挙
で
一
九
八
三
年
総
選
挙
に
次
ぐ
戦
後
二
番
目
に
低
い
得
票

率
（
二
九
・
〇
％
）
と
な
っ
た
同
党
へ
の
信
用
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
は
「
二

大
政
党
支
持
拮
抗
」
状
態
を
上
手
く
活
用
で
き
ず
、
一
人
負
け
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
特
質
か
ら
概
観
し
て
み
る
と
、
確
か
に
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
は
、
イ
ギ
リ
ス
的
意
味
で
の
異
常
事
態
・
ハ
ン
グ
パ
ー

ラ
メ
ン
ト
の
再
現
を
阻
止
す
る
と
同
時
に
、
安
定
し
た
保
守
党
単
独
政
権
を
も
た
ら
し
た
。
と
は
い
え
、
前
述
し
た
よ
う
に
古
典
的
二
党

制
へ
の
回
帰
あ
る
い
は
そ
の
復
活
を
示
す
も
の
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
ま
た
、
連
合
王
国
と
い
う
従
来
的
国
民
「
国
家
」
以
上
に
、
そ

八



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
三
三
）

れ
を
構
成
す
る
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
国
内
「
地
域
」
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
、
明
確
に
知
ら
し
め
る
意
義
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と

も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
2
）　
「
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
モ
デ
ル
」
か
ら
見
た
二
大
政
党
の
明
暗

①　

ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
モ
デ
ル
と
は

周
知
の
よ
う
に
最
近
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
学
で
は
、
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
モ
デ
ル
（valence m

odel

）
に
基
づ
く
投
票
行
動
分
析
が
一
般
的

と
な
っ
て
い
る
。
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
の
投
票
選
好
を
決
定
づ
け
る
要
素
と
し
て
政
治
学
者
ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー

（S
tephen D

river

）
は
、
以
下
の
三
つ
を
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
首
相
と
し
て
相
応
し
い
能
力
や
適
格
性
を
も
っ
て
い
る

の
は
ど
の
党
首
か
、
有
権
者
最
大
の
関
心
事
を
き
ち
ん
と
処
理
し
て
く
れ
そ
う
な
政
党
は
ど
れ
か
、
そ
し
て
経
済
運
営
能
力
（
経
済
実
績
）

の
あ
る
政
党
は
ど
れ
か
、
と
い
う
三
要
素
が
そ
れ
で
あ
る

（
8
）（

傍
線
引
用
者
）。

こ
の
よ
う
に
、
指
導
力
の
あ
る
「
党
首
」
や
「
有
権
者
最
大
の
関
心
事
（
例
え
ば
、
よ
り
良
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
）」、
あ
る
い
は
「
経
済
」

的
繁
栄
や
そ
の
運
営
能
力
な
ど
、
具
体
的
な
達
成
手
段
は
と
も
か
く
そ
の
達
成
目
標
や
価
値
に
つ
い
て
有
権
者
か
ら
広
く
合
意
が
得
や
す

い
争
点
は
、
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
（valence issues

）
と
呼
ば
れ
る

（
9
）

。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
に
関
す
る
政

党
側
の
処
理
能
力
や
実
績
な
ど
を
根
拠
に
、
ベ
タ
ー
な
い
し
ベ
ス
ト
だ
と
認
識
し
た
政
党
（
候
補
者
）
を
選
択
し
投
票
す
る
有
権
者
が
増

加
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
従
来
的
な
「
階
級
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
階
級
投
票
や
政
党
一
体
感
（class

⇒
party alignm

ent

）

の
減
少
、
即
ちde-alignm

ent

が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
が
、
こ
う
し
た
流
れ
は
前
述
し
た
二
大
政
党
離
れ
や
多
党
制
化
に
も
関
係
が
あ

る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
こ
の
よ
う
な
有
権
者
が
増
大
し
た
背
景
と
し
て
、
教
育
の
大
衆
化
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
な

九
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）
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ど
に
伴
う
社
会
の
平
準
化
と
個
人
主
義
化
、
有
権
者
の
消
費
者
的
行
動
の
一
般
化
、
脱
・
物
質
主
義
（post-m

aterialism

）
の
拡
大
に
象

徴
さ
れ
る
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
伝
統
的
な
「
階
級
」
意
識
に
代
表
さ
れ
る
、
有
権
者
個
人
の
「
社
会
的
属
性
」
の
み
で
投
票
先

や
支
持
政
党
が
選
ば
れ
る
社
会
で
は
な
く
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
上
述
し
た
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
と
の
関
連
で
、
消
費
者
的
な
態

度
や
審
判
的
な
態
度
で
柔
軟
に
投
票
先
や
支
持
政
党
を
決
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
現
代
有
権
者
の
こ
う
し
た
現
実
的
変
化

を
踏
ま
え
た
視
座
・
分
析
手
法
こ
そ
、
投
票
行
動
の
「
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
モ
デ
ル
」
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
モ

デ
ル
に
立
脚
し
て
二
〇
一
五
年
総
選
挙
を
見
た
場
合
、
有
権
者
は
二
大
政
党
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

②　

主
な
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
に
基
づ
く
二
大
政
党
支
持
分
析

そ
こ
で
、
上
記
三
大
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
と
も
言
え
る

│
「
党
首
」「
有
権
者
最
大
の
関
心
事
」「
経
済
」

│
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
、
代
表
的
か
つ
有
力
な
世
論
調
査
結
果
を
分
析
し
な
が
ら
、
当
時
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
の
明
暗
を
比

較
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
ａ
）
党
首

先
ず
、
ミ
リ
バ
ン
ド
が
新
党
首
に
就
任
し
た
二
〇
一
〇
年
九
月
か
ら
二
〇
一
一
年
一
月
ま
で
の
約
半
年
間
にY

ouG
ov/S

un

が
行
っ
た
、

「
首
相
と
し
て
最
適
だ
と
思
う
党
首
」
に
関
す
る
世
論
調
査
結
果
を
見
て
み
る
。
す
る
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
ミ
リ
バ
ン
ド
を
一
貫
し
て

一
二
〜
一
八
ポ
イ
ン
ト
程
度
上
回
っ
て
い
た

（
10
）

。
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
は
逆
に
ミ
リ
バ
ン
ド
は
、
ブ
レ
ア
時
代
の
保
守
党
党
首
ヘ

イ
グ
（W

illiam
 H

ague

）
同
様
、
党
首
と
し
て
の
新
鮮
さ
や
首
相
と
し
て
の
信
頼
度
に
お
い
て
「
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
」
に
失
敗
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

一
〇



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
三
五
）

ま
た
、
野
党
時
代
の
ブ
レ
ア
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
そ
し
て
ミ
リ
バ
ン
ド
に
つ
い
て
、「
首
相
に
な
る
覚
悟

が
で
き
て
い
る
と
思
う
か
」
有
権
者
に
尋
ね
た
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
結
果
（
表
1
）

が
出
て
い
る
。

相
手
党
党
首
と
比
較
し
た
う
え
で
の
結
果
で
は
あ
る
が
、
党
首
就
任
時
か
ら
総
選
挙
ま
で
の
評
価
を

見
る
と
、
政
権
奪
回
に
成
功
し
た
ブ
レ
ア
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
「
未
来
の
首
相
」
候
補
者
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ミ
リ
バ
ン
ド
は
、
首
相
に
相
応
し
く
な
い
と
一
貫
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、
党
首
だ
け
で
な
く
、「
党
首
と
そ
の
閣
僚
・
影
の
閣
僚
チ
ー
ム
」
に
対
す
る

評
価
・
認
識
と
い
う
観
点
か
ら
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
を
比
較
し
て
も
、
ほ
ぼ
同

様
の
結
果
が
出
て
い
る
の
で
あ
る

（
11
）

。

で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
比
較
さ
れ
た
ミ
リ
バ
ン
ド
は
、
ど
う
い
う
部
分
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
欠
陥

あ
る
い
は
問
題
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
直
前
に
実
施
さ
れ
たIpsos-M

O
R
I

の
「
二
大
政
党
党
首
の
イ

メ
ー
ジ
」
と
「
二
大
政
党
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
関
す
る
調
査
結
果
を
抜
粋
し
て
比
較
す
る
と
、
表
2
お
よ

び
表
3
の
と
お
り
と
な
る
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
と
ミ
リ
バ
ン
ド
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
エ
リ
ー
ト
的
だ
が
有
能
な
リ
ー
ダ
ー
」
と
認

識
さ
れ
て
い
る
首
相
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
対
し
、「
や
る
べ
き
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
が
有
能
と
は
思
わ
れ

て
い
な
い
」
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
と
い
う
大
ま
か
な
世
間
的
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
る
。
ま
た
、「
イ

［表 1］　「首相になる覚悟ができていると思うか」 （％）
そう思う そうは思わない わからない

ブレア 1994年12月15─19日 59 28 14
ブレア 1997年 4 月 8 日 53 34 13
キャメロン 2008年 7 月18─20日 43 43 　4
キャメロン 2010年 5 月12─13日 66 25 　3
エド・ミリバンド 2011年 5 月20─24日 17 69 　7
エド・ミリバンド 2015年 2 月10─12日 21 63 　4

＜http://www.ipsos-mori.com/researchpublications/researcharchive/2401/Is-Ready-to-b…＞より
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
三
六
）

ギ
リ
ス
の
課
題
を
理
解
し
て
い
る
」
と
い
う
項
目
に
基
づ
き
両
者
を
比
較

す
る
と
、
即
断
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
世
論
調
査
の
回
答
者
の
多
く
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
課
題
と
し
て
「
緊
縮
」
よ
り
「
格
差
是
正
」
を
や
や
重
視
し

て
い
た
と
言
え
る
。

次
に
二
大
政
党
を
比
べ
て
み
る
と
、
共
通
点
と
し
て
有
権
者
の
二
大
政

党
不
信
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
両
党
の
伝
統
的
な
イ

メ
ー
ジ
も
概
ね
従
来
ど
お
り
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
の
ほ
う
が
「
時
代
遅
れ
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
人

材
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党

は
「
弱
者
に
は
優
し
い
が
分
裂
し
て
い
る
」
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
首
相
と
し
て
相
応
し
い
能
力
や
適
格
性
を

も
っ
て
い
る
「
党
首
」
と
い
う
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
総
じ
て
ミ
リ
バ
ン
ド

は
キ
ャ
メ
ロ
ン
以
下
の
評
価
し
か
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
五
年
に
お
よ
ぶ
連
立
与
党
と
し
て
の
実
績
が
、
そ
れ
な
り
に
評
価
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ
て
く
る
。
換
言
す
れ
ば
、
党
首
評
価
の
側
面
に

限
定
す
る
限
り
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
が
政
権
を

［表 2］　二大政党党首のイメージ　（上位 5項目）　2015年 4 月
キャメロン ミリバンド

1 位 一般人とのコミュニケーション不足（65％） イギリスの課題を理解している（50％）
2 位 リーダーとして有能（57％） 未来に対するヴィジョンが明確（45％）
3 位 未来に対するヴィジョンが明確（56％） 一般人とのコミュニケーション不足（42％）
4 位 危機の際に相応しい（51％） 賢明な判断ができる（35％）
5 位 イギリスの課題を理解している（47％） リーダーとして有能（33％）
＜http://www.ipsos-mori.com/researchpublications/researcharchaive/58/Conseravative-Leader…＞より
＜http://www.ipsos-mori.com/researchpublications/researcharchaive/59/Labour-Leader…＞より

［表 3］　二大政党のイメージ（上位 5項目）　2015年 4 月
保守党 労働党

1 位 選挙に勝つためなら何でも公約する（63％） 選挙に勝つためなら何でも公約する（63％）
2 位 統治に向いている（50％） イギリスの課題を理解している（52％）
3 位 イギリスの課題を理解している（45％） 分裂している（47％）
4 位 よい党首とそのチームがある（44％） 自分のような者の面倒を見てくれる（43％）
5 位 時代遅れの政党（44％）※同率 4 位 統治に向いている（40％）
＜http://www.ipsos-mori.com/researchpublications/researcharchaive/81/Conseravative-Party-Image…＞より
＜http://www.ipsos-mori.com/researchpublications/researcharchaive/82/Labour-Party-Image…＞より
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二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
三
七
）

奪
回
で
き
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

（
ｂ
）
有
権
者
最
大
の
関
心
事
（
最
重
要
争
点
）

か
つ
て
、
例
え
ば
ブ
レ
ア
時
代
に
お
け
る
有
権
者
最
大
の
関
心
事
・
最
重
要
争
点
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
（
国

民
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
で
あ
っ
た
。
で
は
、
緊
縮
財
政
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
当
時
に
お
け
る
有
権
者
最
大
の
関
心
事
・
最
重
要
争
点
と
は
一
体
何
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ipsos-M
O
R
I

の
調
査
（
二
〇
一
五
年
四
月
末
）
に
よ
る
と
、
そ
の
上
位
五
項
目
は
以
下
の
と
お
り
と

な
る
。
即
ち
、
一
位
・
Ｎ
Ｈ
Ｓ
（
四
七
％
）、
二
位
・
経
済
（
三
六
％
）、
二
位
・
移
民
問
題
（
三
六
％
）、

四
位
・
教
育
（
二
二
％
）、
五
位
・
失
業
問
題
（
一
八
％
）
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
の
メ
デ
ィ

ア
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ト
ラ
ス
ト
（M

edia S
tandards T

rust

）
に
よ
る
調
査
（
二
〇
一
五
年
四
月
中
旬
）

で
は
、
一
位
・
経
済
（
一
、四
一
九
人
）、
二
位
・
Ｎ
Ｈ
Ｓ
（
五
六
三
人
）、
三
位
・
教
育
（
四
九
五
人
）、
四

位
・
移
民
問
題
（
三
八
六
人
）、
五
位
・
福
祉
政
策
（
三
五
三
人
）
と
な
っ
て
い
る

（
12
）

。
調
査
機
関
に
よ
っ

て
順
位
は
多
少
異
な
る
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｓ
と
経
済
が
二
大
関
心
事
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

次
に
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
直
前
（
二
〇
一
五
年
四
月
中
旬
）
に
お
け
る
上
位
五
項
目
に
関
す
る
有
権

者
の
二
大
政
党
評
価
・
認
識
を
、（Ipsos-M

O
R
I

の
調
査
結
果
の
）
表
4
に
基
づ
き
分
析
し
て
み
よ
う
。

Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
調
査
開
始
以
来
一
貫
し
て
労
働
党
が
保
守
党
を
リ
ー
ド
し
て
お
り
、

今
回
も
同
様
の
結
果
と
な
っ
た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
に
定
着
し
た
「
冷
酷
な
党
」

［表 4］　有権者の最重要争点認識とそれに対する二大政党評価：
「ベストの政策を有するのはどの政党か」 （％）

保守党 労働党 UKIP
1 位：NHS 23 36 3
2 位：経済 41 23 3
2 位：移民問題 17 21 20
4 位：教育 23 31 2
5 位：失業問題 32 30 4
＜https://www.ipsos-mori.com/researchpublications/researcharchive/26/Best-Party-On-…＞より
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
三
八
）

（nasty party

）
と
い
う
保
守
党
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
、
ポ
ス
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
者
と
し
て

は
珍
し
く
、
社
会
リ
ベ
ラ
ル
政
策
や
Ｎ
Ｈ
Ｓ
も
重
視
す
る
「
現
代
的
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」（m

odern, com
passionate 

C
onservatism

）
を
野
党
党
首
時
代
か
ら
標
榜
し
て
き
た

（
13
）

。
し
か
し
な
が
ら
上
記
の
結
果
を
見
る
限
り

│
例
え
ば
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
末

期
に
比
べ
れ
ば
多
少
マ
シ
に
な
っ
た
と
は
い
え

│
保
守
党
の
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
の
努
力
は
有
権
者
に
十
分
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、（
連
立
）
政
権
成
立
以
来
政
府
債
務
（
財
政
赤
字
）
削
減
の
た
め
、
連
立
与
党
の
主
軸
と
い
う
立

場
か
ら
緊
縮
策
を
リ
ー
ド
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

他
方
で
、
経
済
運
営
に
関
し
て
は
、
与
党
・
保
守
党
が
野
党
・
労
働
党
を
ほ
ぼ
一
貫
し
て
圧
倒
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
経

済
運
営
は
与
党
の
ほ
ぼ
「
占
有
物
」
と
も
言
え
る
の
で
、
野
党
側
と
し
て
は
与
党
側
の
失
策
や
世
界
経
済
の
動
向
次
第
と
い
っ
た
「
他
力

本
願
」
的
な
側
面
も
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
興
味
深
い
現
象
が
見
出
せ
る
。Ipsos-M

O
R
I

に
よ
っ
て
長
年
実
施
さ
れ
て
き
た
過
去
の
調
査
結
果
を
分
析
し
て

み
る
と
、
政
府
与
党
側
に
「
経
済
運
営
能
力
が
な
い
」
と
認
識
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
野
党
側
の
（
未
知
数
で
あ
る
は
ず
の
）
経
済

運
営
能
力
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
二
大
政
党
の
う
ち
「
経
済
」（
運
営
能
力
）
に
関
し
て
評
価

の
高
い
政
党

│
例
え
ば
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
期
の
保
守
党
や
メ
ー
ジ
ャ
ー
（John M

ajor

）
政
権
期
初
期
の
保
守
党
、
あ
る
い
は
ブ
レ

ア
政
権
期
の
労
働
党
や
連
立
政
権
期
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党

│
が
次
期
総
選
挙
で
勝
利
を
収
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
メ
ー
ジ
ャ
ー

政
権
後
期
の
保
守
党
や
ブ
ラ
ウ
ン
（G

ordon B
row

n

）
政
権
期
の
労
働
党
の
よ
う
に
、「
経
済
」
面
で
の
評
価
が
相
手
党
に
逆
転
さ
れ
た
政

党
は
、
次
期
総
選
挙
に
敗
北
し
政
権
を
手
放
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
14
）

。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
経
済
」
は
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
の
筆
頭
的
存
在
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
事
項
で
あ
ら
た

一
四



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
三
九
）

め
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

残
り
の
争
点
に
関
し
て
は
、
二
大
政
党
の
拮
抗
状
態
が
ほ
ぼ
続
い
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
表
4
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
移
民
問

題
に
関
し
て
、
移
民
排
斥
と
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
完
全
離
脱
を
党
是
と
す
る
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
へ
の
評
価
が
保
守
党
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
点
が

注
目
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
保
守
党
勝
因
の
一
つ
が
、「
二
〇
一
七
年
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
つ
い
て
国
民
投
票
を
行
う
」
と
し
た
そ
の
公

約
に
あ
る
可
能
性
も
存
外
否
定
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
最
大
の
関
心
事
・
最
重
要
争
点
と
、
そ
の
認
識
に
関
す
る
分
析
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
結
果
的

に
は
事
前
予
測
の
と
お
り
二
大
政
党
ど
ち
ら
に
軍
配
が
上
が
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｓ
で
は
労
働
党
が
、
経
済
で
は
保
守

党
が
、
そ
れ
ぞ
れ
有
権
者
か
ら
「
最
善
の
政
党
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
は
、
と
り
わ
け
「
経
済
」
に
対

す
る
二
大
政
党
評
価
が
両
者
の
明
暗
を
分
け
た
可
能
性
が
高
い
。
同
時
に
、
前
述
し
た
「
党
首
評
価
」
を
加
え
る
と
、
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働

党
の
敗
因
も
あ
る
程
度
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
ｃ
）
経
済

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
投
票
行
動
研
究
の
泰
斗
バ
ト
ラ
ー
（D

avid B
utler

）
お
よ
び
ス
ト
ー
ク
ス
（D

onald S
tokes

）
は
、
投
票
行
動
に

お
け
る
有
権
者
の
「
政
党
＝
争
点
」
認
識
・
評
価
と
そ
の
効
果
を
か
な
り
強
調
し
て
お
り
、
な
か
で
も
「
経
済
」
的
繁
栄
に
関
す
る
争
点

に
つ
い
て
は
、
現
代
政
治
の
「
純
然
た
る
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
」
と
位
置
づ
け
て
い
る

（
15
）

。

そ
こ
で
先
ず
、
政
府
の
経
済
運
営
に
対
す
る
有
権
者
の
認
識
・
評
価
を
見
て
み
よ
う
。Ipsos-M

O
R
I

の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
本
稿

で
は
便
宜
上
、
㋑
「
ブ
レ
ア
政
権
一
期
目
発
足
か
ら
一
年
後
（
一
九
九
八
年
四
月
下
旬
）」、
㋺
「
ブ
レ
ア
政
権
二
期
目
を
決
定
づ
け
た

二
〇
〇
一
年
総
選
挙
直
後
（
二
〇
〇
一
年
五
月
中
旬
）」、
㋩
「
保
＝
自
連
立
政
権
発
足
直
前
の
二
〇
一
〇
年
四
月
中
旬
」、
そ
し
て
㋥
「
今

一
五
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回
二
〇
一
五
年
総
選
挙
直
前
の
三
月
中
旬
」
の
四
つ
の
時
期
に
絞
り
込
み
、
当
時
の

政
府
与
党
の
経
済
運
営
実
績
に
対
す
る
評
価
を
比
較
分
析
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
は

表
5
の
と
お
り
で
あ
る
。

断
定
は
で
き
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
政
府
の
経
済
運
営
に
関
す
る
有
権
者
の

認
識
・
評
価
」
と
政
権
交
代
と
の
間
に
、
そ
れ
な
り
の
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
結
果
を
見
る
限
り
、
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
の
敗
北
な
い
し
「
一
人
負

け
」
は
、
十
分
予
測
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
経
済
運
営
に
関
し
て
は
、
有
権
者
の
多

く
が
「
少
な
く
と
も
今
（
二
〇
一
五
年
五
月
当
時
）
は
変
化
の
時
で
は
な
い
」
と
認
識

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
結
果
を
別
の
角
度
、
即
ち
「
政
府
の
経
済
政
策
に
対
す
る
信
用
」
に
つ
い
て

の
同
世
論
調
査
結
果
か
ら
見
て
も
、
や
は
り
同
じ
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
表
6
を
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
現
代
民
主
主
義
諸
国
の
政
治
を
左
右
す
る
最
重
要

争
点
が
「
経
済
」
で
あ
る
こ
と
は
、
最
早
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

で
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
続
い
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
＝
ク
レ
ッ
グ
連

立
政
権
下
の
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
で
の
保
守
党
の
勝
因
は
、
富
裕
層
や
大
企
業
優
遇
策

［表 5］　政府の経済運営について （％）
よくやっている よくやっていない 分からない

㋑　1998年 4 月24─26日（ブレア政権） 60 24 16
㋺　2001年 5 月10─12日（ブレア政権） 71 16 13
㋩　2010年 4 月18─19日（ブラウン政権） 37 59 　4
㋥　2015年 3 月18─19日（保・自連立政権） 56 37 　7
＜https://www.ipsos-mori.com/researchpublivations/researcharchive/2433/Government-…＞より

［表 6］　 「長期的に見た場合、この（財務大臣による）経済政策はイギリスの経
済状態を改善すると思うか」 （％）

思う 思わない
㋑　1998年 3 月（ブレア政権／ブラウン財務相） 54 29
㋺　2001年 3 月（ブレア政権／ブラウン財務相） 48 36
㋩　2009年11月（ブラウン政権／ダーリング財務相） 40 54
㋥　2015年 3 月（保・自連立政権／オズボーン財務相） 53 39
＜https://www.ipsos-mori.com/researchpublivations/researcharchive/2375/Confi dence-i-…＞より
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と
批
判
さ
れ
た
り
、
緊
縮
財
政
が
続
い
た
り
し
た
と
は
い
え
、
と
り
わ
け
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
有
権
者
た
ち
か
ら

五
年
前
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
状
態
が
改
善
さ
れ
た
と
認
識
な
い
し
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
、
と
各
種
報
道

を
通
じ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
政
府
の
金
融
緩
和
策
を
背
景
に
外
国
か
ら
の
投
資
マ
ネ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
に
流
れ
込
み
、
資
産
価
格

が
上
昇
し
た
。
そ
の
結
果
、
金
融
危
機
か
ら
立
ち
直
り
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
の
実
質
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は

二
〇
一
〇
年
以
降
五
年
連
続
プ
ラ
ス
成
長
を
記
録
し
た
ほ
か
、
法
人
税
減
税
な
ど
に
よ
る
経
済
活
性
化
の
成
果

と
し
て
、
Ｇ
7
諸
国
の
中
で
最
高
と
な
る
二
・
八
％
の
経
済
成
長
率
ま
で
記
録
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

失
業
率
も
五
年
前
の
約
八
％
か
ら
二
〇
一
五
年
に
は
六
％
程
度
に
ま
で
減
少
し
た

（
16
）

。

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
こ
の
よ
う
な
「
統
計
に
基
づ
く
実
績
」
を
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
が
、
有
権
者
が
こ

の
実
績
を
日
常
生
活
に
お
い
て
ど
の
程
度
実
感
で
き
て
い
た
か
は
別
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
最
後
に
、
こ
の

点
に
関
す
る
世
論
調
査
結
果
の
ト
レ
ン
ド
を
分
析
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

表
7
は
、
有
権
者
の
景
気
実
感
、
即
ち
「
イ
ギ
リ
ス
の
全
体
的
な
経
済
状
態
は
、
一
年
前
に
比
べ
て
よ
く

な
っ
た
と
思
う
か
、
足
踏
み
状
態
か
、
そ
れ
と
も
悪
く
な
っ
た
と
思
う
か
」
尋
ね
たIpsos-M

O
R
I

の
調
査
結

果
で
あ
る
。

表
7
の
結
果
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
前
回
い
わ
ゆ
る
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
と
戦
後
初
の
連
立
政
権
を
成

立
さ
せ
た
「
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
直
前
の
調
査
結
果
」
と
、
今
回
保
守
党
単
独
政
権
を
も
た
ら
し
た

「
二
〇
一
五
年
総
選
挙
結
果
直
前
の
調
査
結
果
」
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
即
断
す
る
の
は
禁
物
で
あ
る
が
、
仮

［表 7］　総選挙直前における有権者の景気実感　（2001─2015） （％）
よくなったと思う 足踏み状態だと思う 悪くなったと思う

2001年総選挙直前 5 月24─30日 20 47 24
2005年総選挙直前 4 月21─25日 17 46 28
2010年総選挙直前 4 月18─19日 41 30 26
2015年総選挙直前 4 月26─29日 43 27 17
＜https://www.ipsos-mori.com/researchpublivations/researcharchive/43/Economic-Opti-…＞より
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に
前
者
を
通
じ
て
二
大
政
党
の
拮
抗
・
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
後
者
を
見
る
限
り
、
保
守
党
単
独
政

権
が
生
じ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
有
権
者
の
間
で
景
気
実
感
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
で
見
ら
れ
た

よ
う
な
「
地
滑
り
」
勝
利
は
無
理
と
し
て
も
、
連
立
に
埋
没
し
て
逆
に
信
用
を
失
っ
た
理
想
主
義
者
の
政
党
・
自
民
党
の
代
わ
り
に
、
現

実
的
統
治
政
党
と
し
て
の
実
績
を
も
つ
保
守
党
が
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
〝
か
ろ
う
じ
て
〞
単
独
過
半
数
を
獲
得
し
た
の
は
、
む
し
ろ
当

然
の
結
果
で
あ
っ
た
。

③　

ま
と
め

│
投
票
行
動
の
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
モ
デ
ル
に
見
る
二
大
政
党
の
明
暗

「
有
権
者
の
認
識
＝
重
要
争
点
＝
政
党
」
を
関
連
づ
け
た
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
モ
デ
ル
を
踏
ま
え
つ
つ
、
以
上
の
分
析
結
果
を
考
察
す
る

と
、
多
く
の
事
前
予
測
と
は
裏
腹
に
二
大
政
党
の
明
暗
は
総
選
挙
実
施
前
か
ら
か
な
り
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
「
党

首
」
と
「
経
済
」
面
で
の
有
権
者
認
識
に
従
え
ば
、
両
者
の
差
は
実
質
的
に
は
予
想
以
上
に
大
き
く
開
い
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
の
保
守
党
「
一
人
勝
ち
」
は
、「
今
は
政
権
交
代
の
時
期
で
は
な
く
、
現
状
維
持
（
安
定
志
向
）
と
、

政
府
に
よ
る
経
済
運
営
の
お
手
並
み
拝
見
の
時
期
」
だ
と
、
多
く
の

│
基
本
的
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

│
有
権
者
が
判
断
し
た
結
果

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
大
政
党
の
拮
抗
と
か
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
の
再
現
な
ど
と
い
っ
た
事
前
予
測
も
そ
れ
な
り
に
可
能
で
、

ま
た
そ
う
し
た
予
測
が
信
憑
性
を
帯
び
て
語
ら
れ
た
背
景
に
は
、
一
般
に
不
人
気
な
緊
縮
策
を
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
連
立
政
権
が
推
進

し
て
い
た
点
、
換
言
す
れ
ば
一
部
有
権
者
の
間
に
「
緊
縮
疲
れ
」
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
エ
ド
・
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
を
そ
の
実
態
以
上
に
高
く
評
価
し
す
ぎ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し

一
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れ
な
い
。

そ
こ
で
、
今
度
は
「
勝
ち
き
れ
な
か
っ
た
」
野
党
・
労
働
党
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
敗
北
の
主
な
内
的
要
因
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。

（
3
）　

労
働
党
の
敗
因
と
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
の
問
題
点

二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
は
、
与
党
・
保
守
党
が
そ
の
議
席
数
と
得
票
率
の
両
方
を
増
や
し
て

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

二
期
目
に
突
入
で
き
た
〝
レ
ア
〞

な
総
選
挙
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
名
は
、（
一
九
八
二
年
の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
に
勝
利
し
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
政
権

二
期
目
を
も
た
ら
し
た
）
一
九
八
三
年
総
選
挙

（
17
）

以
来
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
首
相
あ
る
い
は
保
守
党
党
首
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
一
九
八
三
年
当
時
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
保
守
党
と
二
〇
一
五
年
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
の
共
通
点
と
し
て
、
ど
ち
ら

も
「
緊
縮
」
を
断
行
し
た
結
果
、
一
部
の
有
権
者
に
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
野
党
の
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
は
、
得
票
率
こ
そ
前
回
よ
り
伸
び
た
も
の
の
、
定
数
が
前
回
と
同
じ
だ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
獲
得
議
席
数
を
二
六
議
席
減
ら
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
当
時
の
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
は
「
イ
ギ
リ
ス
に
は
労
働
党
政
権
が
必
要
だ

と
信
じ
て
い
る
が
、
有
権
者
は
そ
う
は
考
え
な
か
っ
た

（
18
）

」
と
述
べ
て
、
党
首
辞
任
を
表
明
し
た
。

ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
の
敗
因
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
総
選
挙
実
施
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
が

経
っ
て
い
な
い
た
め
明
ら
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
総
選
挙
実
施
直
後
の
各
種
報
道
を
総
合
す
る
と
、
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
の
敗
因
と

し
て
以
下
の
四
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・ 

労
働
党
の
伝
統
的
地
盤
だ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
挙
区
を
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
制
覇
し
た
こ
と

註（
1
）に
も
あ
る
と
お
り
、
地
盤
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
奪
わ
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
異
な
り
、
北

一
九
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欧
的
小
規
模
福
祉
国
家
が
そ
の
理
想
と
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
と
り
わ
け
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
時
代
の
い
わ
ゆ
る
人
頭

税
導
入
騒
動
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
二
大
勢
力
、
即
ち
社
会
民
主
主
義
系
の
労
働
党
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
地
盤
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
ブ

レ
ア
政
権
時
代
に
一
連
の
地
方
分
権
改
革
も
進
展
し
、
自
治
政
府
ま
で
登
場
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
連
合
王
国
か
ら
の
独
立
要
求

が
従
来
以
上
に
高
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
要
求
に
労
働
党
は
少
し
も
応
え
ず
、
逆
に
保
守
党
同
様
「
連
合
王
国
を
維
持
す
る
党
」
と
し
て
の
性
格
を
次
第
に

強
め
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
の
期
待
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
も
う

一
方
の
雄
・
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
二
〇
一
〇
年
頃
に
な
る
と
従
来
的
な
単
な
る
「
地
域
民
族
主
義
政
党
」
か
ら
脱
皮
し
て
、（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自

治
政
府
に
お
け
る
）
統
治
能
力
が
有
権
者
か
ら
も
認
め
ら
れ
た
「
潜
在
的
政
権
政
党
」
に
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
19
）

。

さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
で
独
立
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
二
〇
一
五
年
総
選

挙
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
大
躍
進
、
換
言
す
れ
ば
労
働
党
の
連
続
敗
北
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
自
治
政
府
成

立
以
来
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
「
真
の
」
声
に
耳
を
傾
け
て
こ
な
か
っ
た
長
年
の
〝
ツ
ケ
〞
が
、
今
回
は
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
に
回
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

・ 

保
守
党
側
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
し
て
有
効
に
対
処
で
き
な
か
っ
た
こ
と

総
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
、「
保
守
党
が
敗
北
し
た
ら
、
労
働
党
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
連
立
政
権
が
誕
生
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
な
っ
た

ら
、
国
の
借
金
が
ま
た
増
え
る
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
労
働
党
を
動
か
す
こ
と
に
な
る
の
で
連
合
王
国
も
政
権
も
、
今
よ
り
不
安
定
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
保
守
党
側
は
訴
え
た
。
平
た
く
言
え
ば
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、「
保
守
党
政
権
を
倒
す

た
め
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
労
働
党
に
協
力
す
る
」
と
し
て
い
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
側
の
主
張
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
逆
手
に

二
〇



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
四
五
）

取
っ
た
こ
と
が
保
守
党
の
成
功
に
結
び
つ
い
た
と
見
る
ベ
イ
ル
（T

im
 B

ale

）
の
よ
う
な
識
者
も
多
い

（
20
）

。

緊
縮
緩
和
や
税
制
改
革
な
ど
に
伴
う
格
差
是
正
を
訴
え
て
当
初
勢
い
の
あ
っ
た
労
働
党
側
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
完
全
に
裏
を
か
か
れ
て

し
ま
っ
た
。
地
方
分
権
拡
大
や
医
療
・
教
育
へ
の
歳
出
増
を
公
約
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
の
連
携
を
ミ
リ
バ
ン
ド
は
全
面
否
定
し
た
。
し
か
し
効

果
は
な
く
、
連
合
王
国
の
分
裂
や
増
税
の
可
能
性
を
怖
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
在
住
有
権
者
の
多
く
は
結
局
「
安
定
」
を
求
め
、
土
壇
場
で

保
守
党
支
持
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
大
政
党
の
拮
抗
、
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
の
可
能
性
と
い
う
事
前

予
測
報
道
が
定
着
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な

│
真
実
性
に
乏
し
い

│
主
張
が
一
定
の
信
憑
性
を
帯
び
て
有
権
者
の
一
部
に

伝
わ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

・ 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
権
交
代
の
セ
オ
リ
ー
が
該
当
す
る
段
階
で
は
な
か
っ
た
こ
と

既
述
の
世
論
調
査
結
果
も
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
経
済
運
営
能
力
や
経
済
成
長
実
績
が
相
対
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
保

守
党
と
は
逆
に
、
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
は
財
政
再
建
能
力
や
経
済
運
営
能
力
な
ど
政
権
担
当
能
力
全
般
が
有
権
者
か
ら
疑
問
視
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。
二
〇
一
五
年
総
選
挙
結
果
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
ト
ラ
バ
ー
ス
（T

ony T
ravers

）
は
、
二
大
政
党
政
治

の
衰
退
が
顕
著
と
い
う
以
上
に
二
大
政
党
の
う
ち
の
敗
者
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
見
て
い
る
。
さ
ら
に
二
党
制
下
で
有
権
者
が
政
権
交

代
を
望
む
環
境
に
つ
い
て
、「
責
任
野
党
（
今
回
は
労
働
党
）
が
有
能
で
あ
る
場
合
」
と
「
与
党
を
政
権
か
ら
追
い
出
し
た
い
場
合
」
の
二

つ
を
挙
げ
て
い
る

（
21
）

。
今
回
、
後
者
に
該
当
し
た
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
保
守
党
と
い
う
よ
り
は
自
民
党
の
ほ
う
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
前
者
に
つ
い
て
ミ
リ
バ
ン
ド
労
働
党
は
条
件
を
十
分
備
え
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
有
権

者
の
多
く
が
現
時
点
で
は
政
権
交
代
は
時
期
尚
早
だ
と
判
断
し
た
こ
と
が
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
お
け
る
労
働
党
連
続
敗
北
の
主
な
要

因
だ
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

二
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
四
六
）

以
上
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
労
働
党
そ
の
も
の
は
勿
論
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
側
に
も
問
題
が
少
な
く
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
域
対
立
も
極
め
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
分

か
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
上
記
三
つ
の
敗
因
に
加
え
て
、
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
の
問
題
点
（
敗
因
）
に
も
若
干
触
れ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

・ 

ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
の
問
題
点

結
論
か
ら
言
え
ば
、
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
が
党
内
分
裂
回
避
を
重
視
し
す
ぎ
た
結
果
、
そ
う
し
た
い
わ
ば
「
内
向
き
路
線
」
が
消
極
的
に

見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
労
働
党
政
治
家
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
労
働
党
と
し
て
批
判
さ
れ
る
べ
き
は
、

（
政
府
攻
撃
を
す
る
う
え
で
）「
分
析
結
果
」
は
提
供
し
て
も
、「
解
決
方
法
」
を
提
示
し
て
い
な
か
っ
た
点
に
こ
そ
あ
っ
た

（
22
）

の
で
あ
る
。

そ
う
な
っ
た
最
大
の
背
景
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
労
働
党
党
首
選
挙
最
終
ラ
ウ
ン
ド
で
の
「
ミ
リ
バ
ン
ド
兄
弟
対
決
」、

即
ち
「
兄
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
（
ブ
レ
ア
派
）
対
弟
エ
ド
（
ブ
ラ
ウ
ン
派
）」
を
、
主
要
労
組
に
支
持
さ
れ
た
エ
ド
が
僅
差
で
逆
転
勝
ち
し
た
事

実
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
エ
ド
の
勝
利
は
、
党
内
が
分
裂
し
た
結
果
に
基
づ
く
党
内
左
派
な
ら
び
に
主
要
労
組
側
の
勝
利
と
見
ら

れ
る
怖
れ
が
出
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
下
の
労
働
党
で
は
、
二
〇
一
四
年
秋
頃
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
党
内
か
ら

疑
問
視
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
一
九
八
三
年
総
選
挙
大
敗
北
後
に
経
験
し
た
深
刻
な
党
内
分
裂

│
党
内
右
派
の
脱
党
と
、

そ
れ
に
伴
う
社
会
民
主
党
（
当
時
）
の
登
場⇒

後
に
旧
・
自
由
党
と
合
同
し
て
現
在
の
自
民
党
結
成
に
至
る

│
は
全
く
生
じ
な
か
っ
た

（
も
っ
と
も
、
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
の
お
か
げ
で
党
内
団
結
が
促
進
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
も
な
い
が
）。
し
か
し
前
述
し
た
世
論
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

回
答
し
た
有
権
者
の
半
数
近
く
（
四
七
％
）
が
エ
ド
の
労
働
党
を
「
分
裂
気
味
」
と
捉
え
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
な
の
で
あ
る
（
表
3
を
参

照
）。
因
み
に
一
九
九
〇
年
代
の
保
守
党
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
総
選
挙
で
主
要
政
党
の
党
内
分
裂
（
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
）
が

致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
に
な
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

二
二



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
四
七
）

周
知
の
よ
う
に
、
エ
ド
は
党
首
就
任
か
ら
二
年
目
の
二
〇
一
二
年
党
大
会
演
説
で
「
ワ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ー
バ
ー
」（O

ne N
ation 

L
abour

）
と
い
う
新
し
い
党
路
線
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
か
ら
の
脱
却
や
世
代
交
代
を
訴
え
る
と
同
時
に
、
次
期

総
選
挙
で
の
政
権
奪
回
プ
ラ
ン
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
復
興
策
を
示
す
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
党
内
分
裂
を
回
避
す
る
た

め
、「
有
権
者
」
と
い
う
よ
り
「
党
内
」
を
明
ら
か
に
優
先
し
て
表
明
さ
れ
た
『
内
向
き
路
線
』
だ
っ
た
と
い
う
点
こ
そ
、
そ
の
本
質
と

し
て
重
要
で
あ
る
。
ワ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ー
バ
ー
に
基
づ
く
政
策
提
案
が
、
労
働
党
内
の
幅
広
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を

横
断
す
る
性
質
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
23
）

。
ま
た
、
前
述
の
ベ
イ
ル
に
よ
れ
ば
「
安
全
地
帯
に
い
る
く
せ
に
何
か
を
変
え
て
み
よ
う
と

し
た
り
、
議
論
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
分
裂
を
避
け
た
り
し
た
」
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
は
、
明
ら
か
に
連
立
政
権
の
失
策
と
し
か
言
え
な

い
よ
う
な
事
柄
す
ら
攻
撃
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

（
24
）

と
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
深
刻
な
党
内
分
裂
の
危
機
が
あ
っ
た
訳
で
も
な
い
の
に
、
そ
う
な
る
こ
と
を
懸
念

し
す
ぎ
た
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
対
策
よ
り
党
内
分
裂
回
避
を
重
視
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ミ
リ

バ
ン
ド
党
首
最
大
の
失
敗
だ
っ
た
。

他
方
で
ミ
リ
バ
ン
ド
は
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
五
年
間
果
た
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ベ
イ
ル
に
よ
る
と
、

労
働
党
に
と
っ
て
ミ
リ
バ
ン
ド
の
存
在
は
結
果
的
に
「
足
手
ま
と
い
」
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
時
代

と
呼
ば
れ
る
今
日
、「
党
首
が
何
を
す
る
か
」
と
い
う
問
題
以
上
に
「
党
首
は
誰
か
」
と
い
う
側
面
の
ほ
う
が
存
外
重
要
な
の
か
も
し
れ

な
い

（
25
）

。
以
上
の
よ
う
に
本
章
で
は
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
お
け
る
労
働
党
の
敗
因
を
中
心
に
、「
経
済
」
や
「
党
首
」
な
ど
様
々

な
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
の
見
地
か
ら
同
総
選
挙
結
果
の
特
質
や
意
義
を
検
討
し
て
き
た
。
次
章
で
は
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス

二
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
四
八
）

総
選
挙
結
果
を
踏
ま
え
、
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
の
現
状
と
課
題
を
、
新
た
な
角
度
か
ら
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

Ⅲ
．
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
に
見
る
二
大
政
党
の
課
題

（
1
）　

イ
ギ
リ
ス
の
二
大
政
党
は
社
会
の
変
化
に
適
応
で
き
な
く
な
っ
た
の
か

①　

社
会
の
変
化
に
伴
う
政
党
機
能
の
変
容

キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
成
立
後
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
重
要
争
点
を
め
ぐ
っ
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
、
即
ち
国
民
投
票
や
住
民
投
票
が
従
来
以
上

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
注
目
に
値
す
る
変
化
・
現
象
と
言
っ
て
よ
い
。
前
者
の
代
表
と
し
て
「
選
択
投
票
制
導
入
＝
小

選
挙
区
制
廃
止
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
」（
二
〇
一
一
年
）、
後
者
の
代
表
と
し
て
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
」（
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。
そ
し
て
単
独
与
党
と
な
っ
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
の
公
約
ど
お
り
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
に
は
「
イ

ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
」
が
実
施
さ
れ
る
（
二
〇
一
六
年
三
月
現
在
）。

フ
ラ
ン
ス
な
ど
と
は
異
な
り
、
議
会
主
義
の
母
国
と
も
言
え
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
実
施
が
相
対
的
に
少
な
い
。
歴
史
的

に
「
議
会
主
権
」
の
伝
統
が
根
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
宗
派
や
階
級
な
ど
「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
な
存
在
＝
団
体
」
同
士
の
対
立

に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
二
大
政
党
中
心
型
の
政
党
シ
ス
テ
ム
と
、
代
表
制
民
主
主
義
が
定
着
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
も

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
実
施
の
増
加
は
、
大
袈
裟
な
言
い
方
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
代
表
制
民
主
主
義
や
政
党
政
治
の
存
在
理
由

に
何
ら
か
の
疑
問
を
投
げ
か
け
た
出
来
事
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
現
象
に
つ
い
て
は
、
直
接
民
主
制
志
向
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、

他
方
で
は
代
表
制
民
主
主
義
や
政
党
（
政
治
家
）
へ
の
不
信
が
増
大
し
た
と
さ
れ
る
今
日
、
議
会
や
政
党
、
議
員
（
政
治
家
）
の
機
能
劣
化

二
四
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と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
増
加
傾
向
以
外
に
も
、
例
え
ば
「
熟
議
で
き
な
い
議
会
」「
方
向
感
覚
を
失
っ
た
政
党
」「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
走
る
政

治
家
（
議
員
候
補
者
）」
と
い
っ
た
表
現
に
象
徴
さ
れ
る
、
代
表
制
民
主
主
義
の
形
骸
化
・
空
洞
化
も
、
主
要
政
党
の
機
能
劣
化
と
言
い
換

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

政
党
の
機
能
を
そ
の
存
在
理
由
か
ら
二
つ
の
側
面
に
分
け
て
考
え
て
み
る
と
、
政
党
は
政
治
家
（
議
員
候
補
者
）
に
と
っ
て
も
有
権
者

に
と
っ
て
も
、「
本
人
」
の
「
代
理
人
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
得
る
限
り
、
便
利
で
役
立
つ
存
在
と
な
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
定

着
し
た
と
さ
れ
る
「
本
人
│
代
理
人
」
と
い
う
視
座
で
政
党
の
存
在
理
由
を
捉
え
て
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
当
選
（
再
選
）
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
官
職
追
求
志
向
の
高
い
政
治
家
あ
る
い
は
議
員
候
補
者
側
か
ら
す
れ
ば
、
政
党
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

一
方
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
有
権
者
（
国
民
）
の
側
か
ら
見
た
政
党
の
存
在
理
由
で
あ
る
。
有
権
者
に
と
り
わ
け
関
係
が
深
い
と

思
わ
れ
る
の
は
、
政
党
の
も
つ
政
策
形
成
機
能
、
即
ち
利
益
表
出
機
能
と
利
益
集
約
機
能
で
あ
ろ
う
。
完
璧
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
政

党
に
は
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
意
見
・
利
益
や
方
向
性
の
違
い
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
り
、
選
挙
そ
の
他
を
通
じ
て
民
意
や
社
会
を
代
表

し
た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。
そ
こ
に
、
有
権
者
（
本
人
）
か
ら
見
た
政
党
（
代
理
人
）
の
存
在
理
由
が
あ
る

（
26
）

。

と
こ
ろ
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
と
り
わ
け
冷
戦
終
結
後
の
先
進
民
主
主
義
諸
国
で
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
社
会
の
複
雑
化
・

断
片
化
が
進
行
し
て
い
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
様
々
な
意
味
で
の

│
移
民
社
会
へ
の
移
行
も
含
む

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
ま
で
定
着
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
（
政
党
シ
ス
テ
ム
）
の
問
題
点
は
、

社
会
の
こ
う
し
た
変
化
に
も
原
因
が
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

歴
史
的
に
見
た
場
合
、
一
八
世
紀
以
降
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
が
代
表
し
て
い
た
の
は
、
主
と
し
て
宗
派
や
階
級
と
い
っ
た
単
純
で
分
か

二
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り
や
す
い
団
体
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
政
治
は
、
既
述
の
よ
う
に
「
相
対
立
す
る
団
体
同
士
が
競
合
す

る
政
治
」
と
い
う
側
面
を
併
せ
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
既
述
の
よ
う
に
、
社
会
の
平
準
化
が
進
み
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
も
多
様
化
し
た
今
日
で
は
、
流
動
的
な
個
人
を

主
体
と
す
る
「
個
人
」
化
の
時
代
に
入
っ
た
と
言
え
よ
う
。
二
一
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
が
相
対
的
に
「
個
人
」
主
体
型
社
会
に
突
入
し
た
と

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
は
相
変
わ
ら
ず
一
九
世
紀
末
〜
二
〇
世
紀
型
の
団
体
政
治
を
引
き
ず
っ
た
ま
ま
で

い
る
。
二
大
政
党
が
大
企
業
や
大
労
組
と
い
っ
た
特
定
の
「
団
体
や
業
界
」
の
特
殊
利
益
を
優
先
し
て
国
政
に
反
映
さ
せ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
（
政
党
の
「
特
殊
利
益
集
団
化
・
圧
力
団
体
化
」）
の
に
対
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
代
表
さ
れ
る
「
地
域
」
の
利

益
や
個
々
人
一
人
ひ
と
り
の
利
益
は
代
表
さ
れ
に
く
く
、
国
政
に
反
映
さ
れ
た
と
い
う
実
感
を
も
ち
に
く
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
な
る
と
、
政
党
の
存
在
理
由
は
何
な
の
か
、
個
人
か
ら
見
て
政
党
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
分
か
り
に
く
く
な

る
。
二
大
政
党
離
れ
や
第
三
極
支
持
増
大
が
生
じ
る
要
因
は
、
こ
の
よ
う
な
「
社
会
の
変
化
」
に
「
二
大
政
党
」
が
つ
い
て
行
け
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
従
来
型
の
「
二
大
政
党
」
経
由
で
は
、
複
雑
な
民
意
が
代
表
さ
れ
得
な
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

政
党
機
能
の
劣
化
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
「
社
会
」
の
変
化
に
加
え
、「
政
党
」
そ
れ
自
体
の
変
質
に
注
目
し
て
い
く
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
カ
ウ
ン
タ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
者
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
（P

ierre R
osanvallon

）

は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
政
党
が
変
質
し
社
会
を
代
表
で
き
な
く
な
っ
た
要
因
と
し
て
、「
社
会
の
多
様
化
・
複
雑
化
・
個
人
化
」
に
伴

う
政
党
側
の
代
表
機
能
低
下
の
他
に
、
政
党
が
「
社
会
を
代
表
す
る
機
関
か
ら
統
治
す
る
機
関
に
変
質
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
」
を
挙
げ
て

二
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い
る
。
そ
し
て
後
者
の
背
景
と
し
て
議
会
の
変
質
、
即
ち
「
熟
議
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
議
会
が
、
今
日
で
は
政
府
に
賛
成
・
反
対

を
示
す
だ
け
の
場
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
政
党
は
社
会
を
代
表
し
て
い
な
い
と
い
う
感
覚
を
有
権
者
が
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
政
党
と
社
会

の
関
係
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
政
党
は
政
府
に
対
し
社
会
を
代
表
し
て
い
た
が
、
今
で
は
社
会
に

対
し
て
与
野
党
を
問
わ
ず
政
党
が
政
府
を
代
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
与
党
は
与
党

と
し
て
政
府
を
支
持
す
る
理
由
を
、
野
党
は
野
党
で
政
府
を
批
判
す
る
理
由
を
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
に
向
か
っ
て
説
明
す
る
だ
け
の
存
在
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、「
政
府
」
へ
の
「
信
頼
」
を
担
当
す
る
だ
け
と
な
っ
た
現
在
の
代
表
制
民
主
主
義
（
政
党
）
を
活
か
す
た
め
に
は
、
新
旧

メ
デ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
権
力
を
監
視
し
「
政
府
」
へ
の
「
不
信
」
を
担
当
で
き
る
カ
ウ
ン
タ
ー
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
と
い
う
「
松
葉
杖
」
が
必
要
不
可
欠
だ
と
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
は
主
張
す
る
の
で
あ
る

（
27
）

。

以
上
の
考
察
か
ら
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
は
、「
熟
議
で
き
な
く
な
っ
た
議
会
」
を
舞
台
と
し
て
「
特
殊
利
益
集
団
化
・
圧
力

団
体
化
」
し
た
と
同
時
に
、「
主
と
し
て
政
府
利
益
を
代
表
す
る
」
政
治
ア
ク
タ
ー
に
変
質
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
別

の
表
現
を
す
る
な
ら
、
今
日
の
政
党
は
政
治
家
（
本
人
）
の
代
理
人
と
し
て
の
役
割
し
か
発
揮
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
有
権
者
の
政
党
不
信
、
政
党
離
れ
が
増
大
す
る
の
は
む
し
ろ
当
然
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

②　
「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
な
社
会
」
か
ら
「
ポ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
」
へ

イ
ギ
リ
ス
の
憲
法
学
者
ボ
グ
ダ
ナ
ー
（V

ernon B
ogdanor

）
は
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
に
お
け
る
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
出
現
と
そ
れ

に
伴
う
連
立
政
権
の
成
立
を
踏
ま
え
、
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
変
容
を
「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
な
社
会
」
か
ら
「
ポ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ

二
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ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
」
へ
の
変
化
と
関
連
づ
け
て
捉
え
直
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ボ
グ
ダ
ナ
ー
に
よ
る
と
、

二
一
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
を
「
団
体
中
心
型
」
政
党
政
治
で
捉
え
る
の
は
最
早
時
代
遅
れ
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
今
日
で
は
、
も
っ
と
流
動
的
な
「
個
人
中
心
型
」
の
政
治
に
変
質
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し

て
、
例
え
ば
キ
ャ
メ
ロ
ン
な
ど
が
主
張
す
る
「
ポ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
時
代
」
に
相
応
し
い

政
治
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
訴
え
た

（
28
）

。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
で
展
開
さ
れ
た
、
団
体
中
心
型
「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
な
社
会
の
政
治
」
と
、

二
一
世
紀
現
在
の
個
人
中
心
型
「
ポ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
社
会
の
政
治
」
を
比
較
す
る
た
め
、

両
者
の
特
徴
に
関
係
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ボ
グ
ダ
ナ
ー
は
表
8
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

ボ
グ
ダ
ナ
ー
に
よ
る
と
、
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
な
社
会
の
政
治
」
は
、「
階
級
」
に
基
礎

づ
け
ら
れ
た
政
党
政
治
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
政
府
の
目
的
や
存
在
理
由
も
団
体
運
営
、
即
ち
経
済
運
営
と

福
祉
国
家
の
維
持
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
的
」
と
か
「
ビ
ュ
ー
ロ

ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
ど
と
形
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
二
一
世
紀
今
日
の
「
ポ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
社
会
の
政
治
」
は
、「
個
人
」

を
中
心
と
す
る
文
字
ど
お
り
「
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
に
お
け
る
政
府
の
目
的
や
存
在
理
由
と
は
、
個
人
の
選
択
の
幅
を
広
げ
た
り
、
個
人
の

多
様
な
願
望
を
な
る
べ
く
多
く
充
た
し
た
り
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い

（
29
）

。
歴
史
的
に
見
た
場

合
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
は
、
あ
る
面
で
議
会
主
義
や
階
級
対
立
の
産
物
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

［表 8］　戦後イギリス政治と21世紀イギリス政治の特徴
第二次世界大戦後 21世紀

統治の目的 集団を運営すること 選択権を付与すること
代表の様式 政党政治（Party government） 民主政治（Popular government）
基盤となる原則 議会主権 国民主権
社会の基盤 階級 個人
社会の性質 固定的 流動的
Vernon Bogdanor, The Coalition and the Constitution （Oxford: Hart Publishing）2011, p. 143の表より。
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流
動
的
な
個
人
主
体
の
時
代
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
二
大
政
党
が
本
来
も
っ
て
い
る

│
も
っ
て
い
る
べ
き

│
「
社
会
」
代
表
機
能
、

と
り
わ
け
そ
の
利
益
表
出
機
能
な
ら
び
に
利
益
集
約
機
能
が
従
来
以
上
に
低
下
し
て
い
く
の
は
必
至
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
ボ
グ
ダ
ナ
ー
の
見
解
を
踏
ま
え
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
自
民
党
（
か
つ
て
の
自
由
党
）
や
今
日
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
を
抬
頭

さ
せ
、
他
方
で
二
大
政
党
支
持
を
低
下
さ
せ
た
背
景
に
は
、
前
述
し
た
社
会
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
イ
ギ
リ
ス
型
政
治
シ
ス
テ
ム
（
代
表

制
民
主
主
義
）
へ
の
不
満
、「
選
択
の
幅
を
も
っ
と
広
げ
た
い
」
と
い
う
多
様
な
有
権
者
の
願
望
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
や
人
び
と
の
不
満
、
願
望
を
反
映
せ
ず
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
を
屈
折
さ
せ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
イ

ギ
リ
ス
の
相
対
的
多
数
代
表
制
、
即
ち
単
純
小
選
挙
区
制

（
30
）

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
話
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
お
い
て
二
大
政
党
の
一
翼
で
あ
る
労
働
党
を
〝
陥
没
〞
さ
せ
、
国

政
レ
ベ
ル
の
第
三
勢
力
と
し
て
（
獲
得
議
席
の
面
で
）
新
た
に
抬
頭
し
て
き
た
の
は
、
か
つ
て
単
な
る
民
族
主
義
的
地
域
政
党
に
す
ぎ
な

か
っ
た
他
な
ら
ぬ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
労
働
党
以
上
の
存
在
感
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て

も
、
現
行
の
小
選
挙
区
制
が
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
現
在
機
能
劣
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、「
イ
ギ
リ
ス
の
二
大
政
党
」
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
格
差
拡
大
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
深
化
に
よ
る
移
民
増
大
、
そ
し
て
何
よ
り
そ
れ
ら
に
並
行
し
て
抬
頭
し

て
き
た
国
内
地
域
民
族
主
義
な
ど
、
今
日
的
諸
問
題
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た

│
従
来
的
な
階
級
と
い
う
「
団
体
」
を
基
盤
と
し
て
い

る
た
め
適
応
す
る
気
が
な
い
？

│
（
戦
後
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
を
構
成
し
て
き
た
）「
保
守
党
」
と
「
労
働
党
」
が
、
そ
し
て
と
り
わ
け

二
〇
一
六
年
の
現
時
点
で
は
労
働
党
の
ほ
う
が
、
相
対
的
に
機
能
劣
化
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
大
政
党
が
そ
の
役
割
を
終
え
た
と
い
う
よ
り
、
二
大
政
党
と
い
う
「
器
」
の
「
中
身
」
に
、
つ

二
九
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ま
り
従
来
的
な
保
守
党
と
労
働
党
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
現
状
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
大
林
尚
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
有
権
者
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
は
現
在
で
も
連
立
政
権
で
は
な
く
単
独
政
権
を
望
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、「
小
さ
な
政
府
・
成
長
重
視
型
政
党
」
対
「
大
き
な
政
府
・
分
配
重
視
型
政
党
」
と
い
う
二
大
軸
ど
ち
ら
か
に
基
礎
づ
け

ら
れ
た
政
府
を
選
択
し
た
い
と
い
う
意
識
が
実
は
今
で
も
根
強
い

（
31
）

と
指
摘
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
二
一
世
紀
に
相
応
し
い
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
し
て
は
、「
従
来
的
な
二
大
軸
」
プ
ラ
ス
「
今
日
的
な
国
内
地
域
自
律

性
・
多
様
性
」
を
も
考
慮
し
た
政
党
シ
ス
テ
ム
な
い
し
代
表
制
民
主
主
義
形
態
を
模
索
し
て
い
く
べ
き
だ
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
を
大
雑
把
に
ま
と
め
る
と
、
選
挙
に
お
け
る
「
選
択
の
幅
」
は
も
っ
と
広
げ
て
欲
し
い
け
れ
ど
も
、
他
方
で
政
府
づ
く
り
に
お
い

て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
「
二
大
軸
」
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
基
本
に
な
る
べ
き
と
考
え
る
有
権
者
が
以
前
よ
り
増
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
国
民
の
多
く
は
前
者
に
不
満
は
あ
っ
て
も
、
後
者
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
不
満
は
も
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
再
確
認
し
た
の
が
、
二
〇
一
一
年
国
民
投
票
結
果
（
小
選
挙
区
制
存
続
）
で
あ
り
、

ま
た
今
回
二
〇
一
五
年
総
選
挙
結
果
に
お
け
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
の
「
一
人
勝
ち
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
分
な
対
策
を
取
ら
ず
国
政
レ
ベ
ル
で
現
行
の
単
純
小
選
挙
区
制
を
維
持
し
て
い
る
限
り
、
保
守
党
も
労
働
党
も
こ

う
し
た
変
化
に
適
応
で
き
ず
、
政
党
と
し
て
最
低
限
必
要
な
機
能
、
と
り
わ
け
「
社
会
」
の
側
か
ら
「
政
府
」
に
向
け
て
代
表
し
て
い
く

機
能
を
存
分
に
発
揮
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
終
戦
直
後
や
一
九
五
〇
年
代
な
ら
と
も
か
く
、
今
日
の
保
守
党
と
労
働
党
は
な
ぜ

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
次
節
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
別
の
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
2
）　

保
守
党
と
労
働
党
に
は
ど
の
よ
う
な
共
通
の
問
題
点
が
あ
る
の
か

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
（H

einz B
randenburg

）
と
ジ
ョ
ン
ズ
（R

obert Johns

）
は
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
発

三
〇
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表
し
た
論
文
で
、
二
大
政
党
が
議
席
獲
得
を
最
優
先
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
一
部
有
権
者
の
満
足
度
は
低
下
し
て
い
く
こ
と
を

実
証
し
た
。
議
席
獲
得
競
争
に
の
め
り
込
む
二
大
政
党
は
、
ど
う
し
て
も
中
間
的
立
場
の
有
権
者
を
考
慮
し
た
ア
ピ
ー
ル
を
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
両
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
一
元
化
（
収
斂
）
や
政
策
面
で
の
類
似
化
が
必
然
的
に
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

結
果
、
イ
ギ
リ
ス
型
政
党
シ
ス
テ
ム
が
有
権
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
多
様
化
を
反
映
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

（
32
）

。
因
み
に
、

彼
ら
の
言
う
「
議
席
獲
得
を
最
優
先
す
る
政
党
」
は
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
（O

tto K
irchheim

er

）
が
唱
え
た
「
包
括
政
党
」（catchall 

party

）
と
読
み
替
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、
二
大
政
党
（
イ
ギ
リ
ス
で
は
保
守
党
と
労
働
党
）
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
政
党
と
全
く
意
見
が
合
わ

な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
有
権
者
（
世
論
調
査
の
回
答
者
）
ほ
ど
、
代
表
制
民
主
主
義
に
対
す
る
満
足
度
も
低
く
な
り
が
ち
で
あ
る

（
33
）

と
、

ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
ら
は
主
張
し
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
実
現
を
可
能
な
ら
し
め
た
「
二
大
政
党
に
よ
る
政
権
交
代

と
統
治
の
方
向
性
」、
換
言
す
れ
ば
「
中
道
化
し
穏
健
化
し
た
両
党
（
左
傾
化
し
た
保
守
党
対
右
傾
化
し
た
労
働
党
）」
と
い
う
構
図
が
、
現

在
で
は
代
表
制
民
主
主
義
に
対
す
る
満
足
度
を
逆
に
低
下
さ
せ
、
皮
肉
に
も
二
大
政
党
へ
の
不
信
を
高
め
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
点

で
あ
る
。

紙
幅
の
関
係
で
彼
ら
の
調
査
研
究
の
詳
細
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
こ
う
し
た
見
解
は
本
稿
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
考
え
る
う
え
で
大

い
に
参
考
と
な
る
。
国
民
的
利
益
を
実
現
す
る
た
め
共
通
の
政
見
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
に
結
集
し
、
選
挙
を
通
じ
て
政
権
獲
得
・
維
持

を
目
指
す
べ
く
自
発
的
に
結
成
さ
れ
た
政
治
集
団
こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
で
あ
る
。
上
記
の
目
標
達
成
の
た
め
、
両
党
が
内
面
か
ら

穏
健
化
し
て
い
け
ば
中
間
層
か
ら
支
持
さ
れ
て
、
結
果
と
し
て
政
権
獲
得
の
機
会
は
確
か
に
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。三

一
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し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は

│
与
野
党
問
わ
ず

│
「
政
府
」
を
代
表
す
る
機
会
が
増
大
す
る
こ
と
で
し
か
な
く
、
複
雑
か
つ
多
様
化
し

た
「
社
会
」
の
声
は
両
党
と
も
ま
す
ま
す
代
表
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
結
果
、
二
大
政
党
の
と
り
わ
け
「
社
会

代
表
」
機
能
の
劣
化
に
伴
い
、
政
治
不
信
そ
し
て
代
表
制
民
主
主
義
へ
の
不
満
な
ど
が
高
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
と
ジ
ョ
ン
ズ
に
よ
る
研
究
は
、
前
述
し
た
ボ
グ
ダ
ナ
ー
の
指
摘
や
見
解
を
あ
る
程
度
裏
づ
け
る
も
の
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
ら
の
見
解
に
よ
る
と
、
政
党
の
「
社
会
代
表
」
機
能
の
低
下
は
、「
国
民
に

と
っ
て
選
択
の
幅
が
狭
く
な
る
こ
と
」
に
加
え
、「
自
分
と
、
自
分
の
立
場
に
最
も
近
い
政
見
を
も
つ
政
党
と
の
距
離
感
な
い
し
隔
た
り

が
広
が
る
こ
と
」
と
も
関
係
が
深
い
。
そ
し
て
そ
の
大
き
な
要
因
が
、
既
述
の
よ
う
に
「
二
大
政
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
の
一
致
度
が

上
昇
す
る
傾
向
（
収
斂
）
と
、
そ
れ
に
伴
う
党
と
し
て
の
独
自
性
の
欠
如
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
34
）

。
そ
の
必
然
的
帰
結
が
、
代
表
制
民
主

主
義
に
対
す
る
信
用
の
低
下
と
な
っ
て
表
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

要
す
る
に
、
一
九
五
〇
年
代
と
比
較
し
て
二
一
世
紀
今
日
の
「
有
権
者
」（
社
会
）
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
「
多
様
化
」
な
い
し
「
多

元
化
」

│
個
人
主
体
で
流
動
化

│
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
来
そ
れ
ら
を
代
表
す
る
存
在
だ
っ
た
保
守
党
と
労
働
党
が
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
や
政
策
面
で
相
対
的
に
「
一
元
化
」﹇
註（
2
）を
参
照
﹈
し
つ
つ
あ
る
こ
と
こ
そ
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仮
に
パ
ル
チ
ザ

ン
シ
ッ
プ
の
強
さ
が
政
党
へ
の
満
足
度
の
高
さ
と
比
例
す
る
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
現
代
型
無
党
派
層
が
増
加
し
た
と
さ
れ
る
今
日
、
従
来

的
な
階
級
な
ど
「
団
体
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
二
大
政
党
や
、
そ
れ
を
軸
と
し
て
展
開
す
る
政
党
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
満
足
度
な
ら
び
に

信
用
が
低
下
す
る
の
は
む
し
ろ
当
然
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
策
面
で
保
守
党
と
労
働
党
の
違
い
が
「
薄
く
」
な
り
、
両
者
が
「
結
合
」
な
い
し
（
文
字
ど
お
り
）

一
元
化
し
て
い
っ
た
場
合
、
総
選
挙
の
際
に
有
権
者
は
ど
の
よ
う
な
選
択
基
準
で
投
票
先
（
支
持
政
党
や
候
補
者
）
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
の

三
二
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ギ
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総
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に
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渡
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七
）

で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
ら
は
、
一
九
二
九
年
当
時
ホ
テ
リ
ン
グ

（H
arold H

otelling

）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
そ
の
後
ダ
ウ
ン
ズ
（A

nthony D
ow

ns

）

の
空
間
モ
デ
ル
に
も
継
承
さ
れ
た
一
元
的
経
済
競
争
モ
デ
ル
な
ど
を
応
用
か
つ
一

般
化
し
て
説
明
し
て
い
る

（
35
）

。

上
の
単
純
な
図
を
用
い
て
説
明
す
る
と
、
横
軸
の
〔
味
覚
〕
は
あ
る
商
品
の
味

覚
に
対
す
る
好
み
・
選
好
で
あ
り
、
例
え
る
な
ら
労
働
党
と
保
守
党
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
や
立
場
、
政
策
の
違
い
（
左
・
右
）
を
表
す
。
縦
軸
の
〔
鮮
度
〕
は
、
そ
の

商
品
の
味
が
ど
う
で
あ
れ
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
ほ
と
ん
ど
自
明
の
、
言
い
換
え

れ
ば
消
費
者
と
し
て
合
意
し
や
す
く
画
一
的
に
な
り
や
す
い
選
択
基
準

│
同
じ

値
段
で
あ
れ
ば
、
普
通
な
ら
鮮
度
の
高
い
商
品
を
選
択
す
る
筈

│
と
な
る
。
例

え
る
な
ら
、
本
稿
の
Ⅱ
で
触
れ
た
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
（
経
済
的
繁
栄

や
有
能
な
リ
ー
ダ
ー
な
ど
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

あ
る
商
品
の
値
段
が
一
律
で
あ
る
場
合
、
前
者
の
選
択
基
準
〔
味
覚
〕
は
多
種

多
様
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の
に
対
し
、
断
言
は
で
き
な
い
も
の
の
、
後
者
の
選

択
基
準
〔
鮮
度
〕
に
基
づ
く
な
ら
、
鮮
度
の
「
高
い
」
商
品
に
選
好
や
支
持
が
集

中
し
、
選
択
の
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
推
察
で
き
る
。

図

甘い 辛い 〔味覚〕

〔鮮度〕

低い

高い

三
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こ
れ
を
本
稿
の
テ
ー
マ
に
当
て
は
め
る
と
、
消
費
者
の
中
央
平
均
値
＝
中
間
的
立
場
を
占
め
る
多
数
の
有
権
者
の
支
持
・
票
を
求
め
て

競
合
し
包
括
政
党
化
し
た
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
と
労
働
党
は
、
横
軸
〔
味
覚
〕
＝
左
右
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
は
従
来
ほ
ど
明
確
な

違
い
の
あ
る
商
品
を
売
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
値
段
が
同
じ
と
仮
定
す
れ
ば
、「
甘
い
」
と

「
辛
い
」

│
左
右
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
相
違

│
の
違
い
が
曖
昧
な
商
品
を
買
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
消
費
者
＝
有
権
者
か
ら
す
れ

ば
、
両
党
を
選
択
す
る
基
準
と
し
て
は
、
縦
軸
の
〔
鮮
度
〕（
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
）
に
対
す
る
両
党
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
期
待

し
か
残
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
二
大
政
党
そ
し
て
代
表
制
民
主
主
義
に
対
す
る
全
体
的
な
満
足
度
も
必
然
的
に
低

下
す
る
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
。

以
上
の
よ
う
に
「（
現
代
）
社
会
」
側
と
「（
二
大
）
政
党
」
側
、
両
面
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
社
会
の
変
化
と
二
大
政
党
の
変
化
は
、

こ
の
数
十
年
間
で
全
く
正
反
対
の
方
向
に
動
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
二
大
政
党
」
と
い
う
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
「
保
守
党
」
と
「
労
働
党
」
は
、
少
な
く
と
も
社
会
の
変
化
に
適
応
し
よ
う
と

努
力
し
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
近
年
の
二
大
政
党
支
持
率
の
低
下
や
総
選
挙
結
果
等
を
見
る
限
り
、
そ
の
努
力
は
有
権
者
に
十
分

伝
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
へ
と
脱
皮
し
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
労
働
党
や
、
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
と
い
う

状
況
下
で
二
〇
一
〇
年
に
自
民
党
と
戦
後
初
の
連
立
ま
で
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
保
守
党
は
、
い
ず
れ
も
政
権
獲
得
・
維
持
を
目
指
し
て

変
化
に
適
応
し
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
両
党
と
も
包
括
政
党
的
性
格
を
ま
す
ま
す
強
め
、
統
治
政
党
と
し
て
の
信

頼
感
や
安
心
感
は
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。
換
言
す
れ
ば
、「
政
府
」
の
声
や
利
益
を
代
表
す
る
資
格
は
十
分
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、
上
の
図
で
言
え
ば
両
党
と
も
〔
味
覚
〕
が
似
た
商
品
・
政
策
作
り
と
販
売
し
か
で
き
な
い
状
況
を
生
み
出
す

こ
と
に
も
な
っ
た
。
多
様
化
し
た
今
日
の
有
権
者
の
ニ
ー
ズ
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
両
党
の
姿
勢
は
、
自
ら
（
両
党
）
を
ま
す
ま
す

三
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距
離
の
遠
い
存
在
に
位
置
づ
け
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
の
表
現
に
従
え
ば
「
こ
の
よ
う
な
政
党
シ
ス
テ
ム
の

下
で
選
挙
と
い
う
競
争
を
行
う
と
、
左
右
の
中
間
に
収
斂
し
て
い
く
二
大
政
党
し
か
選
択
の
余
地
は
な
く
な
る

（
36
）

」
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
前
述
の
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
イ
シ
ュ
ー
ズ
に
対
す
る
有
権
者
一
般
の
認
識
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
投
票

行
動

│
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

│
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
大
政
党
を
構
成
す
る
保
守
党
と
労
働
党
は
、
社
会
の
変
化
に
適
応
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
よ
り
、
社

会
の
変
化
に

│
有
権
者
お
よ
び
社
会
の
側
か
ら
見
れ
ば
本
来
的
な
意
味
で

│
『
正
し
く
』
適
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
保
守
党
で
あ
れ
労
働
党
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
何
党
で
あ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
大
政
党
を
構
成

し
中
間
層
を
求
め
て
政
権
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
限
り
、
特
に
そ
の
「
社
会
代
表
」
機
能
が
劣
化
し
て
い
く
怖
れ
は
十
分
あ
る
。
そ
の
こ

と
を
二
大
政
党
側
も
き
ち
ん
と
認
識
し
た
う
え
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
有
権
者
か
ら
信
用
さ
れ
る
よ
う
、
何
ら
か
の
改
善
策
を
模
索
し

て
い
く
努
力
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
3
）　

二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
に
見
る
二
大
政
党
共
通
の
課
題

最
後
に
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
特
質
と
意
義
を
踏
ま
え
、
二
大
政
党
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
は
、
保
守
党
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
い
う
国
内
地
域
色
の
濃
い
政
党
同
士
が
対
抗
す
る
院
内

状
況
を
も
た
ら
し
た
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
保
守
党
は
従
来
以
上
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
域
利
益
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
文
字
ど
お
り
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
地
域
利
益
を
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
政
治
ア
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
が
、
階
級
や
連
合
王

国
以
上
に
国
内
地
域
の
自
主
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
背
景
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
深
化
が
あ
る
と
言
え
よ
う

（
37
）

。
い
ず
れ
に
せ
よ
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
か
つ
て
の
「
階
級
対
立
」
よ
り
も
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「（
国
内
）
地
域
対
立
」
を
重
視
し
て
展
開
さ
れ
る
状
況
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
保
守
党
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
の
〝
二
強
〞
対
決
の
構
図
が
、
本
質
的
に
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
対
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
と
い
う
地
域

対
立
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
現
状
に
関
し
て
Ｂ
Ｂ
Ｃ
経
済
部
記
者
の
ペ
ス
ト
ン
（R

obert P
eston

）
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
ま
さ
に
正
反
対
の
経
済
政
策
を
支
持
し
て
投
票
し
た
事
実
こ
そ
、
何
に
も
ま
し
て
特
記
す
べ
き
点
」
と
し
て
い

る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
立
場
を
代
表
す
る
保
守
党
が
均
衡
予
算
回
復
を
狙
っ
て
支
出
や
福
祉
を
カ
ッ
ト
す
る
政
策
を
志
向
し
た
の
に
対
し
、

逆
に
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
こ
れ
以
上
支
出
と
福
祉
を
カ
ッ
ト
さ
せ
な
い
政
策
に
関
与
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
38
）

。

こ
れ
を
見
る
と
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
で
明
ら
か
と
な
っ
た
地
域
対
立
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
従
来
ど
お
り
「
小
さ
な
政
府

対
大
き
な
政
府
」
の
構
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
従
来
と
異
な
る
の
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
で
大
き
な
政
府
支
持
を
代

弁
す
る
役
割
を
、（
連
合
王
国
の
維
持
に
固
執
す
る
）
労
働
党
や
自
民
党
だ
け
で
な
く
、（
か
つ
て
は
地
域
民
族
主
義
政
党
だ
っ
た
）
Ｓ
Ｎ
Ｐ
も
明

確
に
担
う
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

両
者
の
違
い
が
意
味
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
今
後
の
保
守
党
や
労
働
党
の
課
題
に
つ
い
て
、
ペ
ス
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

少
々
長
く
な
る
が
、
極
め
て
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
以
下
の
と
お
り
引
用
す
る
。

「
連
合
王
国
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
維
持
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
ま
で
以
上
の
緊
縮
を
支
持
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
有
権
者
と
、
緊
縮

を
や
め
さ
せ
た
が
っ
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
有
権
者
を

│
そ
れ
も
で
き
る
だ
け
早
く

│
和
解
さ
せ
る
手
段
を
何
と
か
し
て
見
つ
け

る
べ
き
だ
。
さ
ら
に
両
者
を
和
解
さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
水
増
し
請
求
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
向
け
公
共
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
助
成

金
を
払
っ
て
い
る
の
は
我
々
だ
、
と
感
じ
て
い
る
多
く
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
市
民
の
声
を
、
無
理
矢
理
強
め
る
方
法
で
は
駄
目
で
あ
る
。
経
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済
面
の
意
思
決
定
を
さ
ら
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
へ
移
す
こ
と
に
関
し
て
も
、
与
党
保
守
党
を
分
裂
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
を
採
っ
て
は
な
ら
な
い

（
39
）

」。

連
合
王
国
維
持
の
是
非
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
ペ
ス
ト
ン
の
提
言
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
に
は
、

ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
（
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
）
の
時
代
に
合
致
し
た
「
国
内
地
域
主
導
型
」
党
運
営
や
党
政
策
形
成
を
今
ま
で
以
上
に
優

先
し
つ
つ
、
空
洞
化
し
な
い
程
度
に
党
内
規
律
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
維
持
し
て
い
く
と
い
う
、
あ
る
意
味
非
常
に
難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
二
大
政
党
の
よ
う
に
、
比
較
的
緩
や
か
な
党
内
規
律
や
地
域
・
個
人
の
自
主
性
、
そ
し
て

代
表
性
な
ど
を
尊
重
し
た
党
内
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
や
二
大
政
党
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
あ
る
程
度
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
保
守
党
と
労
働
党
の
機
能
劣
化
、
ひ
い
て
は
代
表
制
民
主
主
義
の
危
機
や

政
治
不
信
も
ま
す
ま
す
深
刻
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
て
み
る
と
、
保
守
党
と
労
働
党
共
通
の
課
題
、
あ
る
い
は
採
る
べ
き
道
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総

選
挙
の
結
果
を
受
け
て
、
保
守
党
も
労
働
党
も
岐
路
に
立
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
、「
連
合
王
国
の
維
持
を
重
視
し
つ
つ
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
象
徴
さ
れ
る
各
地
域
・
地
方
の
声
に
も
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
＝
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
に
党
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
置
く
の
か
、
そ
れ
と
も
「
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
対
抗
し
て
、
ほ
ぼ
唯
一
の
主
要
選
挙
地
盤
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
自
主
性
を
さ
ら
に
重
視
す
る
＝
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
」
に
置
く
の
か
、
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
が
そ
れ
で
あ
る
。

前
述
の
ペ
ス
ト
ン
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
単
独
与
党
と
な
っ
た
保
守
党
は
党
内
分
裂
を
回
避
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
。
ま
た
、

再
び
野
党
と
な
っ
た
労
働
党
の
課
題
は
保
守
党
以
上
に
深
刻
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
党
内
分
裂
を
回
避
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
奪

三
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
六
二
）

わ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
挙
地
盤
を
ど
の
よ
う
に
取
り
戻
す
の
か
、
そ
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
を
ど
の
よ
う
に
再
建
し
て
い
く

の
か
と
い
う
点
が
、
新
党
首
に
は
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〝
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
〞
と
〝
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
〞、
ど
ち
ら
に
軸
足
を
置
き
す
ぎ
て
も
、
両
党
か
ら
す
れ
ば
深
刻
な
ジ
レ
ン
マ

と
問
題
が
伴
う
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
や
は
り
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、「
極
端
に
」
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
強
調
し
て

い
く
路
線
は
両
党
と
も
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
対
抗
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
利
益
の
み
を
重
視
す

る
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
連
合
王
国
そ
の
も
の
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
な
ど
の
「
地
域
性
」
を
今
ま
で
以
上
に
最
大
限
尊
重
し
な
が
ら
、
連
合
王
国
全
体
と
の
調
和
も
考
慮
す
る
「
寛
容
さ
」
を

も
っ
と
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う

（
40
）

。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
基
づ
く
「
新
た
な
格
差
」
の
固
定
化
と
そ
れ
に
伴
う
市
民
の
分
断
化
、
前
述
し
た
よ
う
な
地
域
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
や
自
律
性
の
増
大
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
伴
う
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
の
増
加
（
新
た
な
移
民
社
会
化
）
な
ど
を
通
じ

て
、
イ
ギ
リ
ス
も
新
た
な
多
元
的
社
会
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
年
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
と
労
働
党

に
は
、
社
会
の
変
化
や
地
域
性
を
よ
り
反
映
し
た
「
党
内
多
元
性
」
と
「
寛
容
の
政
治
」
が
共
通
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅳ
．
お
わ
り
に

本
稿
執
筆
時
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
）
は
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
実
施
か
ら
半
年
程
度
し
か
経
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、

本
格
的
な
分
析
で
は
な
く
、
主
に
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
や
労
働
党
の
敗
因
と
い
う
見
地
か
ら
同
選
挙
の
中
間
分
析
を
試
み
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
は
機
能
劣
化
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
政
治
不
信
時
代
に
お
け
る
保
守
党

三
八



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
六
三
）

と
労
働
党
の
緊
急
の
課
題
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

先
ず
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
意
義
は
、「
二
大
政
党
の
一
方
を
軸
と
す
る
政
権
形
態
を
志
向
し
つ
つ
も
、
総
選
挙
結
果

の
文
脈
で
は
多
党
化
が
促
進
さ
れ
る
」
近
年
の
傾
向
が
再
確
認
で
き
た
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ヴ
ェ
イ
レ
ン
ス
・
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
の
見
地
か
ら
言
え
ば
、
事
前
予
測
報
道
と
は
逆
に
、
野
党
・
労
働
党
連
続
敗
北
の
可
能
性
を
あ
る
程
度
予
測
す
る
こ
と
も
で
き

た
。
労
働
党
の
敗
北
（
一
人
負
け
）
に
関
し
て
は
、
保
守
党
側
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果
以
外
で
は
、
や
は
り
ミ
リ
バ

ン
ド
党
首
の
存
在
と
、
そ
の
「
内
向
き
路
線
」
に
一
つ
の
原
因
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

次
に
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
か
ら
見
た
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
の
課
題
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
そ
の
伝
統
的
構
成
要
素
で
あ
る

保
守
党
や
労
働
党
の
目
下
の
課
題
は
、「
固
定
的
な
団
体
中
心
型
か
ら
流
動
的
な
個
人
中
心
型
に
変
化
し
た
社
会
を
よ
り
幅
広
く
代
表
で

き
る
よ
う
、
そ
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
」
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
党
と
も
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
結
果
を
教
訓
と
し
て
活
か
し
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
党
の
あ
り
方
と
し
て
、
国
内
「
地
域
」
の
多
様
性
や
自
律
性
を
今
ま
で
以
上
に
柔
軟
に
尊
重
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
一
部
の
特
殊
利
益
、
と
り
わ
け
「
政
府
」
利
益
の
圧
力
団
体
と
化
し
た
保
守
党
お
よ
び
労
働
党
は
、
機
能
劣
化
し

つ
つ
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
有
権
者
の
間
に
は
、
安
定
し
た
単
独
政
権
志
向
が
認
め
ら
れ
る
一
方
、
多
様
性
や
国
内
「
地
域
」
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
要
求
も
高
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
保
守
党
も
労
働
党
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
中
身
」（
党
内
ガ
バ

ナ
ン
ス
や
意
思
決
定
の
仕
組
み
）
を
も
っ
と
「
緩
や
か
」
で
「
多
元
的
」
な
も
の
に
変
え
て
い
く
努
力
を
続
け
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
は
、
国
内
地
域
性
の
重
要
性
と
、
保
守
党
な
ら
び
に
労
働
党
の
長
所
や
限
界
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
現
状
の
ま
ま
だ
と
、
同
総
選
挙
結
果
が
「‘B

ritish ’politics

の
終
わ
り

（
41
）

の
始
ま
り
」
と
し
て

三
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
六
四
）

位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
す
ら
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
1
） 
各
種
報
道
な
ど
に
基
づ
く
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

・
定
数　

六
五
〇
議
席　
（
前
回
と
同
じ
）　　

　

・
投
票
率　

六
六
・
一
％　
（
前
回　

六
五
・
一
％
）

・
主
要
政
党
別
獲
得
議
席
数
お
よ
び
得
票
率　

　

※　
（　

　

）
内
の
数
字
は
、
前
回
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
結
果

保
守
党

三
三
一
議
席

三
六
・
九
％

（
三
〇
六
議
席　

三
六
・
一
％
）

労
働
党

二
三
二
議
席

三
〇
・
四
％

（
二
五
八
議
席　

二
九
・
〇
％
）

Ｓ
Ｎ
Ｐ

　

五
六
議
席

　

四
・
七
％

（　
　

六
議
席　

　

一
・
六
％
）

自
民
党

　
　

八
議
席

　

七
・
九
％

（　

五
七
議
席　

二
三
・
〇
％
）

そ
の
他

　

二
三
議
席

二
〇
・
一
％

　
〔
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
…
一
議
席　

九
・
五
％　

　

緑
の
党
…
一
議
席　

二
・
八
％　

な
ど
を
含
む
〕

（
2
） 

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
ク
イ
ン
（T

hom
as Q

uinn

）
は
、
一
九
五
〇
年
総
選
挙
か
ら
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
に
か
け
て
公
表
さ
れ
た
三
大
政
党

の
全
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
内
容
を
比
較
分
析
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
主
要
政
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
・
政
策
的
立
場
の
相
違
と
そ
の
推
移
に
つ
い
て
図
式
化

し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
古
典
的
二
党
制
の
黄
金
時
代
と
も
言
え
る
一
九
五
一
年
総
選
挙
時
に
お
け
る
保
守
・
労
働
両
党
の
「
政
策
上
の
開
き
」

が
約
三
七
ポ
イ
ン
ト
、
労
働
党
が
著
し
く
左
傾
化
し
た
と
さ
れ
る
一
九
八
三
年
総
選
挙
時
が
六
八
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
に
対
し
、
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ

ン
ト
を
も
た
ら
し
た
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
時
は
、
約
一
八
ポ
イ
ン
ト
の
開
き
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

T
hom

as Q
uinn, “F

rom
 T

w
o-P

artism
 to A

lternating P
redom

inance : T
he C

hanging U
K
 P

arty S
ystem

, 1950-2010”, P
olitical 

S
tu

d
ies, 61-2, 2013, p. 386

の
図
2
を
参
照
。

（
3
） 

二
〇
一
五
年
総
選
挙
投
票
日
直
前
に
実
施
さ
れ
た
、
二
大
政
党
支
持
率
に
関
す
る
五
大
世
論
調
査

│IC
M

,

、C
om

m
unicate R

esearch,

、

四
〇



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
六
五
）

Ipsos-M
O
R
I

、P
opulus

、Y
ouG

ov

│
結
果
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

保
守
党

労
働
党
（
％
）

二
〇
一
五
年
四
月
二
六
日

IC
M

/G
uardian

三
五

三
二

二
〇
一
五
年
四
月
二
八
日

C
om

R
es/IT

V
/M

ail

三
五

三
五

二
〇
一
五
年
四
月
二
九
日

Ipsos-M
O
R
I/E

vening S
tandard

三
五

三
〇

二
〇
一
五
年
五
月
三
日

P
opulus/

三
四

三
四

二
〇
一
五
年
五
月
四
日

Y
ouG

ov/S
un

三
三

三
三

＜
http://ukpolingreport.co.uk/voting-intention-2＞

（
4
） 

こ
の
当
時
の
状
況
は
、
河
合
秀
和
『
政
党
と
階
級
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
に
お
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
五
年
五
月
九
日
。

（
6
） 

イ
ギ
リ
ス
の
国
政
選
挙
制
度
改
革
を
め
ぐ
っ
て
二
〇
一
一
年
に
実
施
さ
れ
た
国
民
投
票
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｖ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
詳
細
と
自
民
党

の
主
張
（
改
革
賛
成
）
が
否
決
さ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
変
容
と
現
在
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
四
年
の
第
四
章
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
7
） 

ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
（
当
時
）
が
主
張
し
た
党
路
線
「
ワ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ー
バ
ー
」
の
本
質
は
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
労
働
党
を
弱
体
化
す

る
原
因
と
な
っ
た
党
内
分
裂
の
回
避
を
目
指
す
、
党
首
主
体
に
よ
る
「
党
内
団
結
」
の
訴
え
と
い
う
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

拙
稿
「
ワ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ー
バ
ー
に
関
す
る
考
察
」（『
政
経
研
究
』
第
五
一
巻
第
二
号
、
日
本
大
学
法
学
会
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

（
8
） S

tephen D
river, U

n
d

erstan
d

in
g B

ritish
 P

arty P
olitics 

（C
am

bridge: P
olity P

ress

） 2011, p. 30.

（
9
） C

f. D
avid B

utler and D
onald S

tokes, P
olitical C

h
an

ge in
 B

ritain
: T

h
e E

volu
tion

 of E
lectoral C

h
oice, second edition, 

（L
ondon: M

acm
illan

） 1974, p. 292, pp. 370-371, p. 414.

（
10
） ＜

http://ukpollingreport.co.uk/leaders＞

（
11
） 

「
こ
の
国
の
課
題
を
処
理
す
る
う
え
で
ベ
ス
ト
な
リ
ー
ダ
ー
と
そ
の
チ
ー
ム
は
、
ど
の
政
党
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
項
目
に
対
す
る

四
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
六
六
）

回
答
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

保
守
党

労
働
党

自
民
党
（
％
）

二
〇
一
〇
年
二
月
一
九
│
二
二
日

三
四

二
九

九

二
〇
一
四
年
六
月
一
四
│
一
七
日

三
四

二
三

二

＜
http://w

w
w
.ipsos-m

ori.com
/researchpublications/researcharchive/2403/B

est-T
eam

-of

…＞

（
12
） ＜

https://w
w
w
.ipsos-m

ori.com
/researchpublications/researcharchive/3566/E

conom
istIps

…＞

（
13
） 

野
党
党
首
時
代
の
二
〇
〇
六
年
に
ボ
ー
ン
マ
ス
で
行
っ
た
演
説
の
な
か
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
か
つ
て
ト
ニ
ー
・

ブ
レ
ア
は
、
教
育
、
教
育
、
教
育
と
、
同
じ
言
葉
を
三
回
使
っ
て
そ
の
優
先
す
べ
き
政
策
を
説
明
し
た
。
私
の
場
合
、
そ
れ
に
該
当
す
る
言
葉
は

Ｎ
Ｈ
Ｓ
で
あ
る
」。

Iain D
ale, T

h
e D

iction
ary of C

on
servative Q

u
otation

s 

（L
ondon: B

iteback

） 2013, p.52.

（
14
） ＜

https://w
w
w
.ipsos-m

ori.com
/researchpublications/researcharchive/26/B

est-P
arty-O

n-

…＞

（
15
） D

. B
utler and D

. S
tokes, op. cit., p. 289, p. 370.

（
16
） 

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
五
月
九
日
ほ
か
。

な
お
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
経
済
部
の
ペ
ス
ト
ン
は
、
投
資
家
も
保
守
党
勝
利
を
望
ん
で
い
た
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
以
下
の
と
お
り
三
つ
指
摘
し
て
い
る
。

労
働
党
政
権
誕
生
に
よ
っ
て
生
じ
る
怖
れ
の
あ
っ
た
大
幅
な
銀
行
改
革
へ
の
懸
念
、
労
働
党
と
例
え
ば
Ｓ
Ｎ
Ｐ
な
ど
と
の
連
立
交
渉
が
長
期
化
し
て

安
定
政
権
の
成
立
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
投
資
家
特
有
の
不
安
感
、
そ
し
て
経
済
的
現
状
維
持
を
本
能
的
に
好
む
投
資
家
特
有
の
傾
向
、

が
そ
れ
で
あ
る
。

R
obert P

eston, “G
E
 2015 and the econom

y”, 8 M
ay 2015.

＜
http://w

w
w
.bbc.com

/new
s/busuiness-32652662＞

（
17
） 

も
っ
と
も
、
一
九
八
三
年
総
選
挙
に
お
け
る
保
守
党
の
得
票
率
は
前
回
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
与
党
・
保
守
党
の
獲
得
議
席
数

に
関
し
て
は
、
前
回
一
九
七
九
年
総
選
挙
で
の
三
三
九
議
席
が
一
九
八
三
年
に
は
三
九
七
議
席
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
小
選
挙

四
二



二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察
（
渡
辺
）

（
九
六
七
）

区
制
に
伴
う
「
得
票
率
と
獲
得
議
席
数
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
如
実
に
表
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。

（
18
） 

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
五
月
九
日
。

（
19
） 
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
変
容
と
二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
結
果
と
の
関
連
を
め
ぐ
る
分
析
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
二
〇
一
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
住
民
投
票
と
政
党
政
治
」（『
政
経
研
究
』
第
五
一
巻
第
四
号
、
日
本
大
学
法
学
会
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
） 

『
毎
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
五
年
五
月
九
日
ほ
か
。

（
21
） 

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
五
年
五
月
九
日
。

（
22
） T

im
 B

ale 

（a
）, F

ive Years M
ission

: T
h

e L
abou

r P
arty u

n
d

er E
d

 M
iliban

d 

（O
xford: O

xford U
niversity P

ress

） 2015, p. 270.

（
23
） 

こ
の
点
の
具
体
的
か
つ
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
「
ワ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
ー
バ
ー
に
関
す
る
考
察
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
24
） 

Ibid., p. 262, p. 264.

（
25
） T

. B
ale 

（b

）, “If O
pposition is an A

rt, Is E
d M

iliband an A
rtist?: A

 F
ram

ew
ork for E

valuating L
eaders of the O

pposition”, 

P
arliam

en
tary A

ffairs, 68-1, January 2015, p. 59, p. 62, p. 72.

（
26
） 

久
米
郁
男
、
川
出
良
枝
、
古
城
佳
子
、
田
中
愛
治
、
真
渕
勝
『
政
治
学
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
、
四
八
五
│
四
九
〇
頁
。

（
27
） 

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
四
月
一
五
日
掲
載
、
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
へ
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
特
集
記
事
よ
り
。

（
28
） V

ernon B
ogdanor, T

h
e C

oalition
 an

d
 th

e C
on

stitu
tion 

（O
xford: H

art P
ublishing

） 2011, pp. 123-144.

（
29
） 

Ibid., pp. 143-144.

（
30
） 

Ibid., pp. 138-139.

（
31
） 

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
五
年
五
月
九
日
。

（
32
） H
einz B

randenburg and R
obert Johns, “T

he D
eciding R

epresentativeness of the B
ritish P

arty S
ystem

, and W
hy It 

M
atters”, P

olitical S
tu

d
ies, 62-4, 2014, pp. 704-722.

（
33
） 

Ibid., p. 704.

（
34
） 

Ibid., pp. 704-705.

四
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
六
八
）

（
35
） 

Ibid., pp. 707-711.
（
36
） 

Ibid., p. 711.
（
37
） 
『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
五
月
九
日
。

（
38
） R

obert P
eston, “G

E
 2015 and the econom

y”, 8 M
ay 2015.

＜
http://w

w
w
.bbc.com

/new
s/busuiness-32652662＞

（
39
） D

itto.

（
40
） 

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
二
〇
一
一
年
に
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
リ
ー
ダ
ー
選
挙
（
得
票
総
数
五
、六
七
六
票
、
投
票
率

六
三
・
四
％
）
で
は
、「
こ
れ
ま
で
ど
お
り
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
内
に
留
ま
っ
て
党
内
改
革
を
進
め
て
い
く
」
と
訴
え
た
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
（R

uth 

D
avidson

）
が
、「
新
た
な
独
自
の
中
道
右
派
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
党
を
目
指
す
」
と
主
張
し
た
対
抗
馬
フ
レ
イ
ザ
ー
（M

urdo F
raser

）
に

五
六
六
票
差
で
勝
利
を
収
め
た
。

こ
の
結
果
を
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
保
守
党
に
お
い
て
は
、「
過
去
と
の
断
絶
と
地
域
の
自
主
性
を
重
視
す

る
路
線
」（
改
革
志
向
派
）
が
「
党
中
央
＝
ロ
ン
ド
ン
の
意
向
に
沿
っ
て
斬
新
的
な
改
革
を
継
続
す
る
路
線
」（
現
状
維
持
派
）
に
敗
北
し
た
と
言
え

る
。

A
lan C

onvey, “T
he 2011 S

cottish C
onservative P

arty L
eadership E

lection: D
ilem

m
as for S

tatew
ide P

arties in R
egional 

C
ontext”, P

arliam
en

tary A
ffairs, 67-2, 2014, p. 306.

（
41
） C

f. John C
urtice, “G

eneral E
lection 2015: B

usiness as U
sual or N

ew
 D

eparture?”, P
olitical In

sigh
t, S

eptem
ber 2015, 

P
olitical S

tudies A
ssociation, U

K
.

﹇
付
記
﹈ 　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
度
日
本
政
治
学
会
研
究
大
会
報
告
論
文
（
未
定
稿
）
に
一
部
修
正
を
加
え
た
内
容
で
あ
る
。
学
会
当
日
は
、
会
員
諸
氏

か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
戴
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

四
四
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